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寒さが一段と厳しくなって
きた。春や夏、秋と比べて、白っぽい冬の景色はどこか味気なさを感じる。だが、日本の伝統色「和色」には白色だけでもさまざまな がある
▼わずかに黄色がかった白を表す練ねりいろ
色、灰色帯びた白である
灰かいはくしょく
白色、
わずかに青みがかった白の卯の花
 
色……。３００色を超える和色を考えれば冬景色も違って見える。和色は、自然と寄り添いな ら生きてきた日本人の情緒の豊かさも表している▼同じ「色」でも、 「色眼鏡」で人や物事を見ることは歓迎されい。微妙に違う色も「色眼鏡」越しに見れば、時に 単 にしか見えなくなる。そしてそれはさまざまな偏
見や誤解のもとだ。 「色の付いた事実」に紛れた真実がいくつあるか、想像もつかない
▼昨秋の本紙調査
で、学生の約９割が授業中にスマートフォンを使用している 態が明らかになった。 「学生の意識が低 から」 「授業が退屈なせい」など、その見方も人により異なる。色眼鏡をかけたまま一つの見方に固執するではなく、さまざまな議論をすることが一番 解決策 るはずだ▼幼いころ、シャボン玉でよく遊んだ。透明な石鹸水 らできたシャボン玉は見る角度を変えれば変幻自在に色を変える。同じように、事実の解釈も「十人十色」だ。和色のような些細な色のバリエーションを大切にしながら、議論を進めていきたい。
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本紙は１月、筑波大生
４５４人を対象に、昨年
12
月の衆議院議員総選挙や政治意識に関するアンケート調査を実施した。その結果、選挙権を持つ筑波大生（３５６人）で投票に行ったのは
40・４％だった。総
務省の調査によると投票率の全国平均
52・７％で戦
後最低だったが、更にその値を大きく下回っている。無投票は「つくば市に住民票がない」 が大きな理由でこれらの学生の過半数が不在者投 制度＝
　
＝を知ら
なかった。一方、 「周囲の
筑波大生と政治について話をするか」 いう問いには、学生の
75・６％が「全く／
ほとんどしない と答え、筑波大生の政治的無関心が際立っている。　
投票に行かなかった理由
は「つくば市に住民票がないから」が
45・５％と最も
多く、続く「投票に行く時間がなかったから」の
28・
９％を大きく上回った。　
現住所に住民票が無くて
も不在者投票制度を利用すれば投票ができる。だが、つくば市に住民票 無 学生で「不在者投票制度
全国平均
12㌽下回る
旅立つ
筑波大生
「支持政党なし」77％
クレジットカード
 ４月から
　
筑波大学に１月、講演で訪れたノーベル財団理事長のカール＝ヘンリック・ヘ
ルディン氏は、講演に先立ち本紙の単独取材に応じた。この中で理事長は、今後のノーベル賞の課題として「賞の『価値』を上げる」ことを指摘。近年、減額された賞金を元のレベルに戻す意向を示した。また過去、賞にふさわしくない受賞者がいたことを認め、 「適切な選考を行って賞の信頼性を守りたい」と語った。理事長はノーベル賞を目指す筑波大の学生、研究者に「独創性を持ってほ い」と話している。
（福原直樹＝本紙編集代表、平嶋健人＝社会学類３年、佐々木優＝
知識情報・図書館学類３年、
10面に発言内容と関連記事）
　
ノ
ー
ベ
ル賞は資金難か
ら２０１２年、賞金が１００ 万クローナ（約１億４５０ 万円）から８００万クローナに下げられた。これについて理事長
知っている」と答えたのは
59・２％で、 「利用したこ
とがある」のは
10・ ８％と、
制度がほとんど使われていない事実 浮き彫りになった。　
この結果について日本政
治が専門の竹中佳彦教授（人社系）は、 「 （不在者投票は）若干手間がかかる。更に今回の衆院選は自民党が圧倒的に強く、野党の力が弱い『一強多弱』 。安倍内閣継続が容易 見込めたため、わざわざ制度を利用してまで投票する必要性を感じなかったのだろう」と
賞金額引き上げ視野に
大学周辺の店舗で利用特典
　
三井住友カードと提携
し、
　
筑波大学関係者を対
象に
４月から始まるクレ
ジットカード事業の準備が進んでいる。カードの名称は「筑波大学校友会カード」＝写真＝。通常のクレジットカードのサービスのほか電子マネ も利用でき、現在、新入生や在 生に案内するとともに、カード利用特典の協力店舗を募っている。　
校友会カードを利用でき
るのは、筑波大の在学生の
ほか卒業生、教職員など。協力店舗でカードを利用または提示した場合、割引などの特典が受けられる。協力店舗は筑波大周辺の商業施設や不動産会社、飲食店など
50以上になる見通し
だ。事業を進める 連携・渉外室の古山陽一室長は「学生生活のさまざまな場面を想定し、幅広い種類の店舗に特典への協力 依頼している」と話す。　
連携・渉外室は、２月末
に配布するパンフレットで特典をまとめて紹介したり、協力店舗の入り口 目印となるステッカーを貼など広報活動 も力を注ぐ。ステッカーのデザインは、校友会カードのデザインを手がけた西川潔名誉教授が担当する。　
また電子マネーサービス
（ｉＤ）は、カードを専用
本紙調査
衆院選
筑波大生の投票率
40％
のカードリーダーにかざすことで支払いができるが、現金のチャ ジや支払い時のサインが不要で、コンビニや自動販売機でも利用きる。校友会カードの申請と同時に申し込め、古山室長は「高額の買い物が少ない学生には、クレジット機能よりも利便性が高い」と話す。　
連携・渉外室は昨年
12月
からカードやｉＤの利用申し込みを受け付けており、３月上旬に の発行を開始、４月から事業を始動させる予定だ。また、３月までに提携先の三井住友銀行のＡＴＭを学内に１台設置するという。古山室長は「最初 ５年間で会員数４０００人が目標 多くの人にカードを使ってほしい」と話した。　　　　　　　
（添島香苗）
ノーベル財団理事長単独インタビュー
「独創性を持って」
は、 「ノーベル財団の基金を効率的に運用し、将来、賞金額を（元のレベルに）引き上げたい」 と発言。 「賞金額には（賞の偉大さを示す）象徴的な意味合いもある」と話した。　
また理事長は、同賞には
過去、▽ロボトミー手術の考案（受賞１９４９年）▽殺虫剤ＤＤＴの効果の発見（同
48年）……など「不
適格な授賞があった」と指摘。その後、同手術の非人間性やＤＤＴの毒性が問題になったためで、 「最も賞にふさわしい人間を慎重に選ぶことが最優先課題だ」と話した。同賞では受賞対象の業績から実際の受賞まで数十年かかる場合があるが 理事長によると、これも慎重な審査が一因のがある。
　
同
賞
は
物理学など６部
門。理事長によると各部門の選考委員会（数人で構成）が毎年、世界の有識者１０００～数千人に推薦状を送付。通常、数百件の返答があり、委員会はこの中などから候補を絞る。この後、委員会はスウェーデン王立科学アカデミーなどにこれを報告。そこで議論され決定するが、この間の選考経緯は、 受賞から
50年間、
公開さ ない。　
この審査の「秘密性」に
ついて理事長は、 「外部からの圧力に屈せず 独立した審査を行うために重要だ」と指摘。ただ、賞の選考委員については「利益相反や汚職行為を禁ずる規定がある」として、選考過程の公正さを強調した。一方で、ノーベル平和賞の選考
について理事長は、 「完全に客観的な選考は難しく、政治的（に影響される）場合もある」と指摘した。　
理事長は、
筑波大の学生
・
研究者に対し「ノーベル賞獲得のためには、新たで創造的なこと（研究）をしてほしい。選考委員会 最初
に
アイデアを考え出した
人、最初に何かを行った人を探し求めている」とメッセージを送った。　
カール＝ヘンリック・ヘ
ルディン
　
　
１９５２年スウェーデン
生まれ。
80年、同国ウプサ
ラ大学で博士号取得 （医学 ・分析した。　
調査の際に追加取材への
協力を申し出た学生３人で、１月
15日に実施した座
談会でも「制度利用の手続きが煩雑すぎる」 「若者の投票率を上げるには、制度を簡便化すべき」という声があがった。　
また、調査結果には野党
第一党で る民主党が学生に支持されていないことが示された。 「支持政党があるか」という問いでは「支持なし」が
77・３％で最多
だったが、自民党
11・ ７％、
公明党２ ・４％で、民主党
歳時記
つくば 　1 月 17 − 18 日に、大学入試センター試験が行われた。
受験生は緊張した面持ちで、
試験開始の合図を待ってい
生化学） 。
92年同大教授 （分
子生物学） 。 ２０１３年ノーベル財団理事長 同財団は主にノーベル賞の財政・運用を担当し、選考過程には関与しないが、過去には、同国王立科学アカデミー会員として選考過程に携わっていた。
ヘルディン理事長
た。今こそ、努力の成果を全力でぶつける時。
あこがれの大学生活まで、もうひと頑張りだ。
（原啓一郎＝社会学類４年、写真・小野憲司
＝同１年）
は０ ・４％と大きく落ち込んだ。　「今後
の野党に何を望む
か」 という問いに対しては、「野党間の連携強化による自民党への対抗」 が
36・ ８％
と最多で、 「何も望まない」
15・２％、 「野党再編」は11・２％だった。
（添島香
苗＝生物学類２年、６、 ７面に調査結果 関連特集）　
不在
者
投票制度
＝仕事
や旅行などで、選挙期間中に選挙人名簿登録地以外の市長区町村に滞在している人が、滞在先から地元の挙区に投票できる制度。
0 10 20 30 40 50 60
全国
筑波大生
無回答・無効その他
投票しないことで意思表示をしようと思ったから
自分が投票しても政治は変わらないから
投票したい政党や候補者がいなかったから
政治に興味がないから
投票に行く時間がなかったから
つくば市に住民票がないから
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ジュニア時代から世代の
トップを走ってきた。中学３年生の時に全国中学生大会を制覇すると、高校２年生の時にはジュニアの世界大会、世界カデ選手権で優
勝するなど、注目を集めてきた。大学入学後はシニアの世界大会でも結果を出し始め、１年生の４月にアジア選手権で優 。３年生の時には世界ランク
16位以上
の選手しか出場できない、ワールドマスターズに初出場し優勝を果たした。日本を代表する、女子
48㌔級選
手の一人だ。　
順風満帆な柔道人生を歩
んでいたが、今は故障に苦しんでいる。 昨年
11月の
講道館杯 肩を脱臼。それが完治 た後、今度は左膝の前十字靭
じんたい
帯を断裂し、現
在は戦線から離脱してる。 険しい道のりが続くが、その姿勢 向きだ。それが、復帰に向けたリハビリだ。　
スポ
ー
ツのリハビリは、
けがをした部位を元通りに動かせるようにすることだけが目的ではない。新たな
　
昨年
10月の首都大学野球
秋季リーグ、帝京大学との２連戦第１試合。勝てば優勝への望みがつながる一戦で、値千金の決勝打を放った。次戦で敗れ優勝とはならなかったが、６年ぶりの関東地区大学選手権出場に大きく貢献した。　
勝負所に強いバッティン
グ、
50㍍を６秒０で走る瞬
足、投手経験を生か 強肩……。走攻守すべてを兼ね備える選手だ。３年 でレギュラーに定着すると、４年生になってからはほんどの試合で４番 座り、主軸として活躍した。４年間で首都大学野球リーグ・ベストナインを２度獲得するなど、大きく飛躍した４年間だったが、 「技術面よ　
昨年
11月の全日本インカ
レ決勝戦。相手は宿命のライバル、東海大学。
67―
57
で見事勝利し、筑波大学は
61年ぶりの栄冠を手にし
た。歓喜の輪の中心には、主将としてチームを引っ張
り、大会ＭＶＰに選ばれた笹山の姿があった。 「大学日本一になるという夢が叶った瞬間だった。４年間の頑張りが報われた」　
筑波大に入学すると、１
年生の時から試合に出場。
新人戦でアシスト王に輝くなど活躍していたが、２年生の春に膝の
靭じんたい
帯
を痛め、
２カ月試合 出られなくなった。だがこの期間に毎日ウエイトトレーニングを行うなど、 体づくりに専念。細かった体は一回り大きくなり、簡単に当たり負けることがなくなった。 「今思うと、あの時けがをして良かったと思う」 と振り返る。　
４年生になり主将になる
と、 「覚悟」とい スローガンを掲げた。 「練習中の少しの気の緩みが試合で負けにつながる。常に勝つ『覚悟』が必要」という思いからだ。またミーティングを頻繁に開き、上下関係に縛られず一人ひとりの考えを皆で共有することにも
力を入れた。 「コートの中では学年は関係ない。後輩が気を使い、言いたいことが言えない環境を作ってはいけない」 と考えた結果だ。　
４年間ほとんどの試合に
出続け、チームを引っ張ってきた笹山。だ 実は、 「３年生まではプレー中に考え過ぎる癖が抜 ず、ずっとスランプだっ 」 と明かす。　
苦しい時の支えとなった
のが、高校生の時に親から言われた言葉だった。 「上手くいかない時があ から上手くいく時がある。いつも上手くいっていたら面白くない」 。親元を離れ、バスケの名門、京都府の洛南高校に入学した高校時代。周囲の選手に圧倒され、試合に出られない日々が続き、バスケをやめた と何度も思った。悩んでいる時に限って 不思議と親から
向上心忘れずプロの世界へ
　
昨年８月に行われた全国
国公立大学選手権で、水泳部の主将としてチームをけん引。自身も４００㍍個人メドレーで優勝を果たすなど、筑波大学の２年ぶりの優勝に大きく貢献した。４月には「自分の限界に挑戦するため」筑波大学大学院に進学し、来年のリオデジャネイロ五輪を目指す。　
４歳で水泳を始めた。着
実に実力を伸ば 中学３年生の時４００㍍個人メドレーで初めて全国大会に出場し８位入賞。高校３年生の時のインターハイでは、
同種目で準優勝を果たした。 「練習環境が整っていて、何人もオリンピック選手を輩出している」という理由から筑波大へ。入学直後の日本選手権では４００㍍個人メドレーで４位入賞を果たした。　
だ
が
そ
の後スランプに
陥った。 「今までの成績もあって、若干のおごりがあったのかもしれない」より上の順位を目指したいという気持ちからフォームを変え始め、試行錯誤するうちに悪 方向に変わっていった。
　
そんな時、チームのため
に泳ぐ仲間たちの姿に心を動かされた。自分のことば
かりで、チームの足を引っ張ってしまった申し訳なさ、悔しさを実感。日本学生選手権（インカレ） 、平泳ぎで準優勝 チームに貢献した若月哲也 平成
23年
度体育専門学群卒）に、 「お前はこんなもんじゃない。悔しさを絶対に忘れるな」と言われた。その言葉は、つらい練習を送る村川を支えた。　
４
年
生
では主将を務め
武器を身につけるための時間でもある。柔道から離れ自分を客観的に見 め ことができ、体全体の筋力バランスが悪いことに気付いた。けがをした膝だけでなく体全体の筋力トレーニングを行い、故障しにくいを作っている。 「周りが練習している時に稽古 できないことはつら が “今自分ができること” 全力で取り組んでいる」　“
今
自
分ができること”
はそれだけではない。柔道部の副主将として、仲間を支えることもその一つだ。昨年９月 全日本学生柔道体重別選手権の団体戦。けがで試合には出なかったが、仲間に一人ひとり声をかけた。意外にも、大学４年間で最も印象 残った
はこの大会だという。 「 （団体として）勝ちたいという思いと、勝たなければならないという責任があっ 」 。副主将としての覚悟が表た一言だ。　
目標の選手は、同じ
48㌔
級で世界選手権など数々の世界タイトルを制覇した福見友子（平成
22年度人間総
合科学研究科修了）だ。圧倒的な強さだけ なく、意志の強さや柔道に対する心構えも尊敬している。　
そんな福見でも叶えられ
なかった夢を追いかける。「オリンピックと世界選手権の両方で金メダルを取ること」だ。卒業後は、一流の柔道家が多く所属する綜合警備保障（ＡＬＳＯＫ）に進む。再起を図る遠藤の決意は固い。
　（体専４年）
村川諒（水泳）
た。 「自分のためではなく、チームのために泳ごう」 。その気持ちが村川を変えた。専門の４００㍍個人メドレーでは、全国国公立大学選手権で３年４カ月ぶりにベストタイムを更新。１か月後のインカレではそタイムをさらに縮め、５位入賞を果たした。 「水泳に対する気持ちが変わった。それまではプレッシャーや悔しさから泳いでいたが、心から水泳を楽しめるようになった」　
ス
ラ
ン
プから抜け出し、
もっと上を目指せるという自信も出てきた。 「現役引退した同期や他大学のライバルを見て、水泳人生も残り少ないと実感し いる。だからこそ、リオ五輪までの １年は自分が納得でき ように限界まで挑戦した 」 村川の目はまっすぐ前だけを見つめている。
　　　　　
（体専４年）
励ましの電話がきた。その時に掛けられたこの言葉が、 今でも力になっている。　
この春、プロリーグ・Ｎ
ＢＬの三菱電機ダイヤモンドドルフィンズ名古屋に入団する。プロには１９０㌢を超える選手が多いが、笹山の身長は１７８㌢と、大きなハンデを負っている。だが「身長をカバーするために、体づくりを意識してトレーニングを積んできた」という自信がある。ただ「プロには外国人選手もおり、今まで以上の の強さが求められる」と 向上心は忘れない。　
栄光も挫折も経験した充
実の日々を終え、プロの世界でも目指すは日本一 筑波大バスケの優勝の立役者が、新たな栄冠を勝ち取る日も、そう遠くはないだろう。
　　　　　
（体専４年）
「限界まで挑戦したい」
りも精神面の成長が大きかった」と振り返る。　
まず、自分たちで考える
主体性が身に付いた。 「大学では選手が主体的に野球に取り組んでいる印象があった」と魅力を語る。部員自らが練習メニューを考
える筑波大の硬式野球部は、主体性を発揮する絶好の環境だった。高校野球も大学野球も練習は厳しいが、そ 質が違 「 （自分たちで練習メニューを考えるため）いくらでも妥協できる中で、 （手を抜くな
どの）甘えを作らないのは難しかった」　
ま
た、
「
自分のためだけ
にやっていた」高校生のころとは違い、感謝の心を持って野球に取り組むように。硬式野球部には選手としての道を諦め、トレーナーやコーチなど 裏方として支え くれる部員がいる。 「スタッフのため も試合に勝ちたい。そして球を楽しみたい。それが自分を支えてくれる人へ 恩返し」と考え ようになった。　
大学生活での精神面の成
長を「ほぼ１００点」と話す一方、不満足な部分もある。４番打者として、チームを全国大会に導けなかったことだ 出場権を争う関東地区大学選手権では、１回戦で上武 に逆転負け。 大学生活で最後の大会。
思い切ったプレーを心掛けたが、チャンスで凡退するなど活躍できなかった。 「あの時こうしていれば勝てたのでは いかと、３カ月ほどたった今でも夢に見る」と苦笑する。　
卒業後は、三菱自動車岡
崎で社会人野球に進む。 「今後は、お金をもらって野球を『やらせていただく』立場になる。これまで以上感謝の心を忘れず、支えてくれる人の期待に応えるプレーを心掛けたい」　
最大の目標はプロ野球選
手になることだが、 「自分にはまだはっきりとし 長所がない。 （社会人野球では）長打力を伸ばし、プロ球団に注目される武器を身につけたい」と決意する。ドラフト会議で名前 呼れるその日を夢見て、平井挑戦は続く
（体専４年）
今できることに全力注ぐ
平井孝治（野球）
笹山貴哉（バスケ）
遠藤宏美（柔道）
　
スポーツの強豪として有名な筑波大学。今年も多くのアスリートが旅立ちの時
を迎える。栄光、苦難、歓喜……。多くの経験を積んだ４年間を終え、新たなステージへ旅立つ彼らの軌跡と抱負を聞いた。
（森脇慎＝社会学類、姉崎信＝心理
学類、栗山菜帆子＝障害科学類、深作歩美＝生物資源学類）
旅立つアスリートたち
精神磨いた４年間
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みんラボのホームページを背にほほ笑む原田教授＝本人提供
使いやすさを検証
ユニークな視点光る
　
企業の経営状況やビジネ
スモデルを、投資家の立場から英語でプレゼンテーションし、その説得力などを競う大会「ＣＦＡ協会リサーチ・チャレンジ２０１４─２０１５」が、昨年
12月５日に日本ＣＦＡ
協会（東京都千代田区）で行われた。予選を勝ち抜いた４チームが参加し、社会
　
原田悦子教授（人間系）らの「みんなの使いやす
さラボ（みんラボ） 」の取り組みが好評だ。高齢者にモニター試験に参加してもらい、その声を製品開発に反映。 誰もが暮らしやすい社会の実現を目指す。国内外でも例がないユニークな取り組みが注目されている。
　　　　　　　
（小野憲司＝社会学類１年）
世界大会目指す
英語でプレゼン競う
小中高
18件が受賞
　「ＡＴＧＣ展─芸術の目から見る生物学─」が１月30日─２月４日に筑波大学総合交流会館多目的ホール
で開催される。　
生物学に触れて感じたことを芸術作品として表現し
て展示する。 作品のジャンルは、 絵画からメディアアートまでさまざま。生物学類と芸術専門学群に所属する学生の有志と、 村上史明助教（ 系）によって企画、開催される。　　
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（ 「ＡＴＧＣ展─
芸術から見る生物学」フェイスブックページ）　
第５回筑波大学国際テニストーナメントが３月
28日
―４月４日まで筑波大学体芸テニスコート 開催される。　
国立大学で唯一の、世界のトップを目指すプロが集
まる国際テニス大会。ウィンブルドンなど四大国際大会への登竜門となっている。大会のほかにも各種イベントを開催予定　
３月
28日は午前９時から試合開始予定。 観戦は無料。
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原田教授は、携帯電話な
ど日常生活を送る上で不可
欠な製品がうまく使えないために、高齢者の生活の質
　
筑波大学は、産業技術総
合研究所（産総研）＝
　
＝
と研究費を出し合い、双方の研究者で構成した研究チームが提案する共同研究に資金を提供する「産総と筑波大との合わせ技ファンド」を設立した。従来、所管省庁の異なる 機関が共同研究を行う場合、縦割り行政の影響で研究チームはどちらかの機関の予算しか使えなかった。だが今
縦割り行政超え共同出資「研究費のあり方を変革」
催事
ＡＴＧＣ展
筑波大学国際テニストーナメント
誰もが暮らしやすい社会の実現へ
高齢者の声 製品開発に活用
が低下していることに着目。２０１１年に人間系やシステム情報系の教員と「みんラボ」を設立した。茨城県の県南地区在住の
60
歳以上の男女をボランティアとして約２００人集めた上で、つくば市吾妻にオフィスを設け、そこで高齢者によるモニター試験を始めた。　
主な試みの一つが「使い
やすさ検証」 。民間企業から依頼 れ 製品を高齢者が使っている様子を心理学の見地から分析する　
実験では、高齢者が説明
書を見な らタブレット端末を操作したり、レトルト食品を調理する様子をビデオカメラで撮影。高齢者がどのように製品 扱い、どの場面で扱いに困るか企業担当者と共に観察・分析る。そ 結果から、使いやすい製品へと改善するため
に、企業にさまざまな提案する。　
みんラボでは高齢者を登
録する際、健康状態や価値観など２００を超える項目を調査し、データベース記録している。企業の要望にあった参加者の抽出が可能で、 製品の「使いにくさ」の原因を究明 やすくしている。昨年には、全 の人が使いやすいものづくりを目指す活動が評価され 国際ユニバーサルデザイン協議会 （ＩＡＵＤ） 主催の 「ＩＡＵＤアウォード２０１４ソーシャルデザイン部門」で金賞を受賞した。　
原
田
教
授は「 （製品で）
高齢者に不便な点は、実は若者にとっても同じ場合が多い。 は、若者だけでは気づかなか た『使いにくさ』をうまく見つけ出してくれる存在でもある。活動を通して、みんなとって使いやすいモノづりを支援 、豊かな社会を実現したい」と語った。
人向け夜間大学院の国際経営プロフェッショナル専攻チームの５人が優勝した。　
同大会では中古車販売会
社の実績や将来性についてプレゼンテーションを行い、資料や発表の分かりやすさが評価された。チームは３月
11─
12日にフィリピ
ンで開催 れるアジア太平洋地区大会に出場し、世界大会進出を目指す。　
チームは大会前に、指導
教員の 野忠士教授（ビジネス系）や大会 場経験を
持つＯＢと質疑応答を何度も練習し、発表の質を高めた。　
リーダーのウッタム・サ
ンディープさん（国経２年）は「アジア太平洋地区大会は母国語が英語の審査
　
小・中・高校生を対象に、
科学や自然現象についての優れた研究を募集する朝永振一郎記念第９回「科学の芽」賞の表彰式が昨年
12月
20日、大学会館ホールで行
平成
26年度卒業式・学位記授与式
員が多く、国内大会よりも充実した内容を速く正確な英語で話すことが求められる。厳しい戦いになると思うが、自信を持って臨みたい」と意気込みを語った。　　　　　　　
（齋藤優斗）
回は文部科学省所管の筑波大と経済産業省の所管する産総研が１０００万円の研究費を拠出。日本の共同研究のあり方を変革するとして注目されている　
筑波大は企業や研究機関
との連携を活発にしようと昨年４月に国際産学連携本部を設置しており、今回の取り組みは同本部 中心進められた。昨年
10月には
双方の研究者から構成する
チームが応募した
67件の共
同研究から同本部と産総研が９件を選んだ。　
採用
さ
れた研究の１つ
が、細胞内でエネルギーの代謝を行う器官、ミトコンドリアの詳 な動き 解明するもの。筑波大が行ってきたミトコンドリア研究に加え、産総研が持つ高精度の顕微鏡技術を組み合わせて、ミトコンドリア 分子レベルでの動 を把握す
る。老化防止に役立つサプリメントの開発などへの応用が期待されて る。　
ファンドの設立に携わっ
た同本部の内田史彦審議役は「省庁の壁を超えた共同研究は非常に珍しく、革新的だ。研究成果は、更に企業などと提供することで実用化が進められる可能性もある。この試みを機につくば発の産 革新の創出が加速してほしい」と話した。（田中開＝教育学類１年）　
産
業
技
術総合研究所
＝
ほぼ全ての産業技術分野研究開発を総合的に行う日本最大級の研究機関。つくば市梅園と東京の経済産業省内に 部を置く。
ビッグデータ分析
　
筑波大学システム情報系
は１月１日、企業や自治体が持つ「ビッグデータ」を
分析する研究拠点「サービス工学ビッグデータＣｏＥ」を設立した。　
ビッグデータとは 商品
の売り上げや、防犯カメラの映像、ツイッターのつぶやきなど、あらゆるデータの集まりを指す。デー を組み合わせ、分析することで、消費者の好みを推測したり、犯罪が多い場所を特定するなど有益な情報が得られることから、近年注目されている。　
同拠点では、ビッグデー
タを解析することで 企業や自治体が提供す サービスの改善、向上を目指す　
大手コンピューター会社
の日本ＩＢＭがデータ解析
筑波大 研究拠点を設置
のソフトを提供するほか、産業技術総合研究所（つくば市梅園） 、常総市などの地方自治体、一般企業が研究に参加する予定で、産学官の連携が期待される。　
分析・研究には筑波大を
はじめとした大学院生も参加でき、学生は最先端のデータ解析の手法を学ぶことができる。　
同
拠
点
のコーディネー
ターを務める岡田幸彦准教授（シス情系）は「ビッグデータはあまり活用されていないのが現状。データを解析し、新たなアイデアを生み出した 」と語った。（齋藤優斗＝社会工学類１年）
永振一郎博士（旧東京教育大学学長）の功績をたたえ、若い世代 科学への関心を高めることを目的に、筑波大が主催している。今回は昨年より１００件多い２１５５件の応募があり、小学生部門で８件 中 生部門で８件、高校生部門で２件の研究が「科学の芽」賞を受賞した。　
小学生部門で受賞した立
花健さん（筑波大 附属小学校４年）はアゲハチョウの大きさと、幼虫時代のエサの量の関係について研究した。立花さんは 夏休みを利用して、
50匹以上のア
ゲハチョウの幼虫を採集。
　
前筑波大学男子バレー
ボール部監督の都澤凡
ただお
夫
名誉教授が
10日、脳症の
ためつくば市内の病院で亡くなった。
66歳だった。
　
現役時代は筑波大でバ
レー部の中心選手として活躍。その後富士フイルムに入社し、全日本代表候補にもなった。選手引退後、１９８７年に筑波大バレーボール部の監督
に就任し、６連覇を含む８度のインカレ優勝にチームを導いた。
92年の
バルセロナ五輪で活躍した中垣内祐一 始め、多くの日本代表選手を育てた。　
２００３年にチャレン
ジリーグのつくばユナイテッドを設立。
05年には
トップチームのつくばユナイテッドサンガイアの監督に就任した。
エサの量を変えて成虫まで育て、その大きさを比較した。その結果、エサの量で成虫の大きさが変化しないことを発見した。　
同じく、小学生部門で受
賞した清木葵さん（京都市立錦林小学校５年）は１００匹を超えるセミの羽化を観察。羽が完全に広がるまでの時間などをさまざまな条件で記録した。同賞の審査委員は「セミの羽化についての自由研究は多くあるが、ここまで深く追究したものは見た とがない」と高く評価した。（山野辺拓実＝社会学類１年）
われた。受賞者による研究発表も行われ、訪れた人々は子どもたちのユニークな視点に感心していた。　「
科
学
の芽」賞は、ノー
ベル物理学賞を受賞した朝
 訃報
筑波大と産総研
「科学の芽」賞
「みん 」
「科学の芽」賞を受賞した小学生による研究発表
　
平成
26年度卒業式が、３月
25日に大学会館講堂で行
われる。 ９時
10分開場、
10時に開式し、
10時
55分に閉式。
　
28日には、東京キャンパスで大学院学位記の授与式
が開かれる。
12時
10分開場、
13時開式、
13時
55分に閉式。
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筑波大学の劇団サーク
ル「劇団
竹たけとんぼ
蜻蛉
」の第
１７６回冬公演「殺されなかったクックロビン」が、１月
10─
11日に２Ｄ
棟で行われた。イギリスなどの英語圏の童謡「Ｗｈｏ
　
Ｋｉｌｌｅｄ
　
Ｃ
ｏｃｋ
　
Ｒｏ
ｂ
ｉｎ？
（誰が駒鳥殺したの） 」を下書きにした、約
25分の
ショートサスペンスだ。　
物語はスズメ（佐藤真
琴＝知識図書１年） 、ハエ（小屋香苗＝日日３年） 、 サカナ（百
ももせ
生成美＝
同３年）の３人の女性が、 「クックロビン」という「誰か」を殺し、立ち尽くすシーンから始まる。 動揺 る登場人物 「ハエ」と「スズメ」に対し、「サカナ」は平然と「死体と目撃者 犯人のいない事件にしよう」 と提案。「クックロビンは殺されなかった」 、スズメとハエに復唱させた。　
場面は変わり、スーツ
を着た大柄な刑事・Ｋ （土田彬仁＝知識図書２年）がカセットテープを手に現れる。テープには冒頭の３人の、殺人をほのめかす会話 録音されてい
「笑み」に圧倒される公演
た。Ｋは彼女たちのもとを訪れ、じっとりとした笑みで切り出す。 「誰が
駒鳥殺したの」 「知ってます？
　
クックロビンっ
て」 。低く、芯の通った
声でじわじわと３人を追い詰め始めた……。　
公演を通して観客を圧
倒したのは、役者の「笑み」だった。サカナが死体の隠匿を提案した時の、一点の曇りもない笑み。Ｋが３人を追い詰める時に浮かべた、自信に満ちた笑顔。そしてふとした拍子で、笑顔は真顔に変わる。 「表情 感情に力を入れた」と百生語る通り、 観客に「笑み」が次々と襲いかかっ 。　
更に「笑み」は、役者
たちの立ち回りで引き立つ。サカナの場合、観客に笑顔を見せた後、ゆっくりと背を向け、２、 ３歩舞台の奥へ歩みながら、軽やかな声色でセリ
フを口にする。だがピタリと歩みを止め、ゆっくりと振り返ると、先程の笑顔はどこにも無い。公演の要所で使われたこの動きが、笑みを更 不気味に、 深く仕立てあげ 。　
照明や衣装にもこだわ
りが見える。赤 青、緑の３色の照明は、それぞれスズメ、サカナ ハエの３人 イメージカラーに合わせた。衣装にも性格を反映させた。怒りっぽいスズメは赤のセーター。内気なハエは緑のスカート。そしてサカナは鱗をイメージさせるひし形模様の青いタイツ。舞台は監獄 彷
ほうふつ
彿とさせ
る格子模様に仕上げ、息苦しさを押し出した。
「バベルの塔」奏でる
　
落語研究会創立
40周年記
念ライブ「お笑い科学万博‘
15」が１月
17日、 ノバホー
ル（つくば市吾妻）で行われた。今回のライブには、同研究会の卒業生も参加。さまざまな演目を披露し、観客を沸かせた。　
ライブの大トリを務めた
立たてかわ
川
志し
のぽんさん（平成
13年度芸術研究科修了） は、
同研究会初のプロ落語家。
クラリネットの音色に触れる
つくばリサイタル・シリーズ
クラリネットを奏でる金子さん（1 月 13 日、大学
プロの奏者が演奏
   会館ホールで）
他団体との共演も
　
筑波大学吹奏楽団の第
72
回定期演奏会が、昨年
12月
12日にノバホール（つくば
市吾妻）で開かれ、県内外から約６００人が訪れた。　
第１
部
ではＲ・ジェイ
ガー作曲「シンフォニア・ノビリッシマ」や、広瀬勇人作曲「バベルの塔」など３曲を演奏。 「バベルの塔」は旧約聖書の 創世記 に描かれた神話をモチーフにした、全７楽章から成る楽曲で、塔を建設する場面や人々の混乱 神の怒りなどが描かれている。さまざまな楽器が主旋律を代わる代わる演奏する同楽曲を、指揮者の佐藤拓 さん（地球３年）は緻密にコントロールし、観客を神話の世界に引き込んだ。　
第２部では同演奏会の目
玉である、アカペラサークルＤｏｏ―Ｗｏｐと舞踏研究会とのコラボレーション
　
筑波山の歴史、民俗、経済、地域づくりについて具
体的に紹介する。神代から現代まで続く筑波山の存在と人々の山に対する思いで形作られた 「環 文化圏」という視点から、筑波山の過去と未来を想像してみてはどうか。　
万葉集に筑波山を詠んだ歌が
25首も収録されている
ことから分かるよう 、筑波大学周辺の地域では古くから文化が育まれてきた。現在、筑波山に関する文化を再興する「筑波山ルネサンス」という取り組みが行われており、周辺地域ではジオパーク構想も進む。　
本書カバー裏には、筑波山を訪ねる人向けに「筑波
山麓フットパス・マップ」を掲載。マップを手に、各章で取り上げ いる世界を思い浮かべなが 古い小道を巡れば、時間 超えた空間を体験 きるだろう。 波山から学ぶ
─「とき」を想像・創造する
前川啓治
 編
ＤＥＡフレックス総合評価法　
公共機関や民間企業の効率性の分析評価のみならず
社会システム分析全般にも有効なＤＥＡ（包絡分析）のガイドブック。専門研究の成果を反映しながら、基本的な考え、評価手法、その適用の仕方を、身近な事例を用いて平易に解説する。包絡分析法では、複数項目での総合評価、多様性を生かした評価、改善値の定量的な把握など、これまでの比率分析、回帰分析などでは見落とされがちであった、新たな分析結果を得ることができる。教育・研究の現場でもある大学出版会ならではの視点から、より分かりやすい構成と記述を
社会システム分析への適用
橋本昭洋
 著
　
編者は筑波大人文
社会系教授。Ａ５判並製、約２００頁。１月
20日刊行。
２９００円＋税。
卒業生も落語披露
即興織り交ぜ観客沸かせる
　
さて、 「クックロビン」
とは何者だろう。その正体は観客の想像に委ねられた。百生は「形容しがたい誰かかもしれないし、愛する誰かかもしれない」と語る 一方土田は「３人はクックロビンのため ら何でもよ。自分を犠牲にして、何でも」 と突き放す。 ックロビン 正体は、永遠に役者の「笑み」の中にあるのだろうか それとも……？　
公
演
は
今回限りだが、
クックロビン 正体を突き止めるべく、何度も舞台に足を運びたい。
（原
啓一郎＝社会学類４年、イラスト・姉崎信＝心理学類２年）
　
つくばリサイタル・シリーズ実行委員会が主催す
るコンサート「第３回ドイツ・ロマン派、珠玉のクラリネット名曲集」が１月
13日、大学会館ホールで
行われた。目玉は、 Ｊ・ブラームス作曲「クラリネット・ソナタ第１番」 。会場には学内外から約１６０人が訪れ、ピアノとクラリネットの音色に耳を傾けた。
　　　　
（山野辺拓実＝社会学類１年、写真も）
　
つ
く
ば
リサイタル・シ
リーズは２年前から行われているコンサート企画で、毎回プロの演奏家が招 れる。今回の演奏者は読売日本交響楽団首席クラリネット奏者の金子平さんと、音楽大学でピアノなどを指導している鈴木慎
よしたか
崇さん。
　
ブラームスのクラリネッ
ト・ソナタ第１番は、流れるようなピアノと、クラリネットの精巧なハーモニーが美しい楽曲だ。観客は、プロの卓越した演奏技術と、美しい音色に魅了された。　
コンサート後、金子さん
は「 『クラリネット・ソナタ第１番』を観客の前で演奏するのは今回が初めて。音の響きが良い筑波大学ホールで演奏できてうれしい」と話した。来場し 安藤泰斗さん（応理１年）は「プロが吹くクラリネットの音色は柔らかく素晴らしかった」と語った。
　
古典落語「鮫
さめこうしゃく
講釈」を披露
した。 「鮫講釈」は、軍記物を読み聞かせる講釈師を乗せた船を鮫が取り囲むが、鮫は講釈師を まぼこ屋と勘違いし、かまぼこの材料にされるの 恐れ逃げてしまう いう話。志のぽんさんは、前の出演者たちが話したエピソードなど即興で織り交ぜて、観客の笑いを誘った。
演奏が行われた。 楽曲はＤ・エリントン作曲「スウィングしなけりゃ意味がない」 。真紅のドレスを着た舞踏研究会の会員が、Ｄｏｏ―Ｗｏｐのバックコーラスと吹奏楽団の演奏に合わせて華麗なステップを披露。曲中では吹 員によるソロ演奏もあり、会場からは何度も拍手が湧いた。　
第３部ではＪ・バーンズ
作曲「交響曲第３番」を演奏した。同楽曲はバーンズが最愛の娘ナタリーを亡くした直後に作曲されたもので、バーンズ 悲しみや怒り、娘との 期 会話、そして息子を授かった喜びが表現されている。第３楽章ではソロのかけあいで父と娘の最期の会話が表現されており、涙を流し 聴き入る観客もいた。　　　　　　　
（原啓一郎）
　
志のぽんさんは「落語研
究会員が集まり、楽しかった。
40年の伝統をこれから
も引き継いでいってほしい」と話した。　
会
長
の
小林陽一郎さん
（化学２年）は「先輩たちの落語が自分たちの目標早く落 を上達させて、先輩たちに近づきたい」と話した。
（山野辺拓実、 写真も。
12面に関連写真）
目指した。　
著者は筑波大シス
テム情報系教授 Ａ５判並製、約１６０頁。１月
20日刊行。
２９００円＋税。
「鮫講釈」を演じる「立川志のぽん」さん
（1 月 17 日、ノバホールで）
40バンドが熱演
　
軽音楽サークル、筑波音
楽協会のクリスマスコンサートが昨年
12月
27─
28日
に１Ｅ棟で開かれた。同サークルに所属する
40組の
バンドが幅広いジャンルの楽曲を披露し、観客は大いに盛り上がった。　
筑波
音
楽協会は開学と
同時に発足した、歴史ある軽音楽サークルの一つ。１００人超の部員が自由にバンドを組み、ロック、パンク、アニメソングなどジャンルを問わずライブ活動を行っている。
　
初日の
27日には、午前
11
時から約８時間、ほぼ休みなくバンドが登場。アメリカのヘビーメタルバンド「メタリカ」やイギリスのロックバンド「ブラック・サバス」 、 Ｊポップアーティスト「いきものがかり」など、さまざまな のカバー曲を演奏した。　
会長の鈴木崇
たかあき
亮さん（社
学２年）は「演奏する側来場者側も楽しめるライブを作るため、日々の練習に励み、会 の設営も工夫している。より多くの人に聴きに来てほしい」 と話した。
（森脇慎）
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早いもので、阪神・淡
路大震災から今年で
20
年、東日本大震災からもうすぐ４年になる。神戸市出身ということで学会調査団の道案内を依頼されたことが始まりで、東日本大震災の復興計画お手伝いさせていただたご縁もあり、今回「神
戸の経験から東日本大震災の復興を考える」をテーマに執筆依頼をいた
　
４月から社会人になる
が、 頭が痛いことがある。奨学金返済だ。 私の場合、公的な奨学金事業を行う日本学生支援機構から４年間、２４０万円を給付されたが、 これに０・２％の利息を加えた額を約
15
年で返 なければならない。日本の場合、他の先進国に比べ 済義務のない公的奨学金 数は少ない。文部科学省 有識者会議は昨年、返済義務ない公的な奨学金の創設
を検討すべきだと提言したが、後輩のためにも一刻も早いその実現を望みたい。　
日本の奨学金には公的
なものと民間の団体や個別の大学が用意するものがあり、日本では学部生の約５割にあたる約１５０万人が給付を受けている。　
公的な奨学金の中で受
給者が最も多いのが文部
科学省所管の日本学生支援機構によるものだ。平成
24年度は約１３２万人
が平均で月約３万円 給付を受けている。すべてに返済義務があり、無利子と有利子の２種類に分かれている。　
その他にも地方公共団
体や公益法人 よる奨学金があるが、平成
22年度
ではこれらの給付を受けた学生数は約６万人、また返済義務 ない制度の割合は約４割にとどまる。　
大手紙によれば、国が
返済義務のない奨 金を
設けていないのは先進国の中でも「異例」だという。比較のために、奨学金制度 充実しているアメリカの例を取り上げたい。　
アメリカでは連邦政府
による国内最大規模の奨学金として「連邦ペル奨学金」があり、日本円にして月約３万円がもらえるが、返済義務がない。昨年の受給者数は約９２０万人で、全学部生の約
38％を占める。これ
を日本に単純に当 はめれば、奨学金全受給者約６倍が、返済義務のな
い奨学金を受けられる規模になる。　
日本の場合、社会人に
なってからの負担は想像以上に大きい。近年は返済ができず滞納する人も増えており、日本学生支援機構の調査では、返済義務のある人全体の約１割にあたる
33万４千人が
滞納している。　
奨学金と言えば返済義
務のないものを思い浮かべる人も多いが、日本では「奨学金」と言いながらも実質はローンだ。返済義務のない奨学金の普及は日本にとって喫緊の課題だと言える。　
返済義務のない公的奨
学金の制度を設ける際は、奨学金が適切に配分される仕組みづくりも求めたい。前述したアメリカの奨学金の場合、所得
に加えて家族構成や預金額、持ち家の価値など多角的に審査する仕組みになっており、参考にできるだろう。　
さらに成績による基準
も設ければ、受給を目指す学生の学習意欲も高まると考えられ 。大学生の学習時間の減少とい問題の解決にもつながり、支出分を上回る効果が期待できるのではないだろうか。ちなみに、日本の場合は日本学生支援機構の奨学金は学業成績と収入のみが基準とされている。　
教
育
は
未来への投資
だ。学ぶ意欲のある学生の経済的な負担が少しでも減るよう、早急に改革を進めてほしい。
（国際総合学類４年）
奨学金の返済
 大きな負担
　
昨年、日本では特定の民族への憎悪を示すヘイト
スピーチが問題になった。また最近フランスで起きた事件では、宗教による差別が議論されている。筑波大生が考える「差別」とは何か。外国語センターと中央図書館の周辺で聞いた。
（油布知夏＝人文学
類２年、佐々木優＝知識情報・図書館学類３年）　
近年、新年のあいさつとして年賀状を出さない
若者が増えている。ＪＮＮデータバンクによると、２０１３年に「年賀状を出さない」と答えた
20代の
男女は
49・４％と、２００４年の
28・３％から大き
く増加した。今 、 筑波大生は年賀状を送ったのか。中央図書館周辺で聞いた。
（関根岳＝社会学類３年、
深作歩美＝生物資源学類１年） 私の周りの「差別」状書きまし か？
谷たにぐち
口
 
守まもる
【数学１年・男性】　
塾や飲
食店のバイトで
は、女性だけ髪を染めたりピアスを着けても良いという話を友人からよく聞くが、少し納得がいかない。【比文１年・女性】　
体育専門学群の学生が宿
舎の共有スペースに物 置き忘れていると 「体専の人はがさつだよね」と言う人がいる。誰でも置き忘れ
ることはあるのに、そんな偏見を持っているのはおかしい。【生物１年・女性】　
高
校
時
代、電車でしゃ
べっていた同じ学校の生徒が「これだから最近の若者は」と注意されるのを見たことがある。近くでしゃべっていた年配の女性 ちも騒いでいたのに注意されず、 「若者だからうるさい
訳ではないのに」 と思った。【人文１年・女性】　
30代前半の親戚が、妊娠
中でも仕事を続けたかったにも関わらず「妊婦だから早めに休暇を取れ」と上司に言われ、無理やり休まされたと聞いた。女性差別はいまだ 根強い問題だと思う。【情科１年・男性】
　
男女の人数がほぼ等しい
部活に所属しているが、雑用が男性に回ってくることが多い。力仕事は仕方がないが、そのほかの仕事も男性ばかりが任されるの おかしいと思う。過度な女性優遇はやめてほし【人文２年・女性】　
他大学の友達から「筑波
大は田舎の大学だから大
【化学２年・女性】　
年賀状を送る約束をして
いた友人へ、市販の年賀状に言葉を添えて送った。【比文４年・女性】　
面
倒
だ
から送っていな
い。来年は社会人になり会社の人に年賀状を出さないのは失礼だと思うので、面倒くさがらずに送りたい。【生資２年・女性】
　
交換する約束をしていた
ので、高校と大学の友人に送った。手書きの絵とメッセージを書いた。【国総３年・女性】　
３年間程年賀状を出して
いない。最近はフェイスブックやツイッターなどのＳＮＳが年賀状の代わりとなっているが、はがきで年賀状を送る伝統が消えていくのは悲しい。
【経政２年・女性】　
お世話になった人にだけ
送った。 ネット社会なので、新年のあいさつをメールで済ませてしまうことが多いと思う。そ 方が手間もかからず、紙を節約できて環境にも優しいのでは。【社学３年・男性】　
面
倒
だ
から出していな
い。中学の時に送って以来年賀状は出していない。そもそも、なぜ年賀状を るのか分からない。【物理２年・女性】　
しばらく会っていない友
人を中心に
50通ほど送っ
た。内容は「あけましておめでとう」というあいさつに加えて、個別のメッセージを一言ずつ添える程度。友人同士の礼儀や日本 文化として、これからも年賀
状を送り続けたい。【情科３年・男性】　
今年は年賀状を送ってい
ない。相手から届いた時に送り返すのみで、年賀状のやりと は基本的にしない。【生物２年・男性】　
年
賀
状
は書いていない。
以前は
20通から
30通書いて
いたが、浪人してから年賀状を書かなくなってしまった。だが、伝統を大切にしたいので来年は書きた【国日３年・男性】　
高校時代や大学時代の友
人を中心に
10通。一言「お
元気でお過ごしですか」と添えた簡素なものだが、心を込めてすべて手書き。　
今は年賀状を書かない人
も多いが、それも時代の流れだと思う。新年のあいさ
つはメールなどで済ませる人が多いのではないか。【心理３年・女性】　
大学に入学する前は、家
族皆で年賀状を書いていたので、毎年
10通弱は書いて
いた。だが、つくばで一人暮らしを始めてから年賀状は書かなくなった。　
今年
の
新年のあいさつ
は、大学と地元の友人にメールで、他の用事があったついでにしただけ。年賀状も届いたら返すが、面倒だ。【生資１年・女性】　
昨年までは年賀状のやり
とりをしていたが、今年は仲の良かった高校時代の友人たちが浪人しているめ、 年賀状は送っ ない。来年は送りたい。
倉沢美紀
だいた。　
そもそも災害はその場
所によって全く異なる被害をもたらし、全く異なる復興の対応を必要とするものである。 このため、都市災害の様相を持つ神戸の復興と、地方部に津波の形で広域被 が生じた東日本大震災とでは、全く同列に論じられないというのがまず出発点である。　
一方で、場所や状況に
関わらず、明らかに大震災への復興を考える上で共通と思 れることもある。それは、大震災がそ
の場所で将来発生する可能性のある問題 早送りにし、急にその問題を顕在化させるというものである。 東日本大震災では、近い将来、より顕著になると思われていた人口減少や地域の過疎 といった現象が前のめりした形で発生している。一方、神戸の場合は、それまで海外との価格差があっても何とかキープ た港湾物流（コンテナ）の取り扱いが、震災をきっかけに海外流出した。港湾機能が回復してもそ多くは戻っていない。そ
してこれらは ずれも起こるべくして起こったことである。　
このことから、当たり
前ではあるが、平常時に地域をよく把握 、将来問題が発生しないようにプランを作成しておくということがスムーズ 復興の基本となる。道路どの基本インフラ 十分に備わっているこ も、無視されがちであるが復興の上で極めて重要だ。また、先が読 いない復興計画は実際には動かない。　
社会工学類の卒業生が
実際に東北で専門家として関わったケースは示唆的である。多くの自治体は各被災地区の希望に添い、それぞれの地区内で被災者を収容できる小さな山側移転 計画した
一方、彼がある自治体で大きな移転地を一つだけ計画したところ、個別の地区要望を無視していとの批判を受けた。しかし当初の移転希望者の多くは自力更生し、その数は減っていく。 このため、小さな地区別移転地はその事業性を無くしてしまい、かといって今更一つにまとめる合意形成もできなくなっている。一方で彼が提案した大き 一箇所の移転地は その規模を実際の移転希望者に応じて縮めるだけでよく、復興計画として機能することが今になって評価されている。　
多くの筑波大関係者が
このような智恵あ 専門家として、今後も復興の先頭に立っていか ることを期待している。
震災で顕在化する問題も復興プランの事前作成を
教授（都市計画）　
シス情系・教授。京都大学
大学院工学研究科研究指導認定退学。岡山大学環境理工学部教授などを経て２００９年より現職。著書に『入門
　
都
市計画』 （森北出版）など。
海外を例に 急な改革を
た研究はやっていない」と言われたことがある。また、自分が学んでいる哲学に関しても「社会の役に立たない」と言われる。大学や学問 優劣は無いと思うので、そう うことは言わないでほしい。【生物１年・女性】　
学習塾でバイトをしてい
るが、 「筑波大生で頭が良いからどの教科でも教えられるよね」と言われることが多い。大学の名前だけ結果を期待される は困る。【心理３年・女性】　
バイト先には「重い物を
持つなど力の必要な仕事は男性に任せればいい」という空気があり、任せてしまうことがあった。【国総１年・女性】　
バイトの休憩で女性だけ
がお茶をいれ 習慣があり、 女性差別ではと思
阪神・淡路大震災
イラスト＝姉崎信（心理学類２年）
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小島裕子
元日本記録保持者
さん
仲間のお陰で記録樹立
新構造の人工骨を開発骨の再生期間
 短縮へ
撮影地＝３Ｋ棟付近
　
１９９６年３月に体育
専門学群を卒業しました。現在は都立高校で保健体育を教えながら、陸上競技部と水泳部の顧問をしています。　
私は、高校時代に全国
大会で活躍するこ ができなかった選手でしそんな私が筑波大学に入学後、早々に自己ベストを更新し、その後も自己記録を更新し続けることができたのは 筑波大陸
上競技部の「自分たちで考えて、自分たちで練習
◇カワセミ◇
鑑
筑
波
図
　
骨折などで損傷した骨
を修復するため、外科手術では損傷した部分に、ハイドロキシアパタイト＝
　
＝などの物質から
作られる「人工骨」を埋めることがある。人工骨は体内に一生残るものとイメージされがちだが、損傷した骨の再生を手助けした後 分解され、溶けて無くなる。坂根正孝准教授（医学医療系）らは２００９年、従来よりも短期間で骨を再生させ
る人工骨の開発に成功し、注目を集めている。　
一般的な人工骨には無
数の小さな穴が開いており、 体積の
70％が空洞だ。
骨の損傷部分に人工骨埋め込むと、この穴に骨を再生させる細胞（骨芽細胞）が流れ込む。これにより人工骨の内部で、新たな骨が作られる。またこの過程で人工骨は徐々に分解され、最終的に新しい骨だけが残る。
人工骨は、新しい骨を作るための「土台」だ。　
これまで使われていた
人工骨は、骨芽細胞が通るための空洞が複雑に入り組んでいた。そのため骨芽細胞が空洞の奥に流れ込むまでに時間がかかっていた。そこで坂根准教授らは、細い管を液体に近づけると液体が管の中に吸い寄せられる「毛細管現象」に注目。人工骨 内部に、無数の
細い管状の空洞を平行に開けることで毛細管現象を発生させ、骨芽細胞スムーズに人工骨 奥深くに流れ込ませた。　
坂根准教授らは
05年か
ら、物質・材料研究機構や企業などと共同研究を開始。
09年に厚生労働省
の許可を得て、最初の手術を行った 昨年
11月に
患者の経過を診断。その結果、人工骨の内部で順調に新たな骨が作られて
いた。坂根准教授は、 「骨の再生には時間がかかるため、手術が成功したかは術後数年して初めて分かる。骨がうまく再生したか、少し不安だった」
と当時を振り返るが、成功に安堵していた。　
一般的な外科手術と同
じように、人工骨を埋め込む手術にも感染症などリスクがつきま う。術
後も慎重な経過診察が必要だ。失敗は決して許されない。 「骨の損傷の仕方や部位は患者によって違う。一人ひとりにあった人工骨を作らなければならない。どうすればより安全になるのか、挑戦を続けている」と坂根准教授。骨太の 「研究者魂」が、多くの患者の治療をしっかりと支えている。（姉崎信＝心理学類２年）　
ハイドロキシアパタ
イト＝骨や歯の主成分一つで、ヒトの骨の約６割を占める。人工骨や医療器具などの材料に広く使われるほか、健康食品や化粧品にも含まれる。
政治に消極的
竹中佳彦教授
学生時代の縁 今も続く
　
昨年
11月
18日、安倍首
相は衆議院解散の理由を、消費税率の引き上げを２０１７年４月まで延期することと アベノミクスを国民に問うためだと説明した。本調査の回答者も衆院選の争点を、
37・７％が「ア
ベノミクスの是非」 、
15・
０％が「消費増税の先送りの是非」と答えている（問５） 。支持政党なしが回答者の
77・３％を占めるが （問
７） 、安倍内閣を支持する人は
54・０％、 「どちらと
も えない」を含めると約８割 上る（問６ 「アベノミクスの是非」を争点だ
とする人の
69・６％が安倍
内閣を支持していることから、回答者の内閣支持は、自民党を支持するものでなく、日常生活や就職を左右する経済政策への期待や評価を表すものだ。　
ただ、回答者の
78・４％
の
有権者（問２）のうち、
投票したのは
40・４％にす
ぎない（問３） 。全有権者の投票率は戦後最低の
52・７％
だったが、それを更に下回る。若年層の投票率が低いのは珍しくはないが、投票に行かなかった学生の多くは、その理由を「政治に興味がないから」ではなく、 「つくば市に住民票がないから」 「投票に行く時間がかったから」と答えて る。前者は不在者投
骨を再生する細胞 人工骨
浸透しづらい
骨
スムーズに浸透する
骨 骨
〈従来の人工骨〉
骨
〈新構造の人工骨〉
　
カワセミは、 水辺に住み、
魚を主食にしている小さな鳥だ。漢字で「翡翠」と表記される。宝石のヒスイも同じ漢字 元々カワセミを表していた漢字が、宝石にも用いられるようになったのだという。 の 「翡翠」
も、宝石に負けない美しい羽を持っている。　
カワセミというと、渓流
の鳥のイメージだが、実は私たちの身近なところ もいる。写真 カワセミは、筑波大学３Ｋ棟近くの天の川で撮影された個体。筆者も先日、３Ａ棟近くでセミを目撃した。カワセミが必要としているのは、人間が見て奇麗な川ではなく、餌となる魚が豊富な水
辺のようだ。皆さんも、自分の近くにこ 青い鳥がいないか、目を配ってみてはいかがだろうか。
（文＝今田
創、比文２年、野生動物研究会、写真＝武藤将道、 物４年、同）
する」という練習環境が自分に合っていたからだと思いま 。試合での投 きを撮影したビデオを見ながら技術指導 熱心にしてくださる先輩方、そして体力トレーニングに共に励んだ同級生の存在もあります。その結果、教育実習中に出場した日本選手権において大幅に自己ベストを更新し優勝するまでの選手になっていました。　
卒業後は地元の教員に
なる予定でしたが、親の反対を押し切り実業団
チームを持つ企業に就職し、競技を続けました。就職の際、大学の先輩である上司が練習環境を整えてくださったこともあり、
99年に日本
記録を樹立すことができました。　
数年後、不景
気のあおりを受け実業団チームで競技を続けることが難しくなり、予定よりも早く教育現場へ転職する になりました。そ
の後も競技を続け、秋田国体成年女子の部で優勝
し、地元である東京都にも貢献することができました。　
現在は都立高校で働い
ていますが、教育現場に転職する際も大学の先輩から情報をいただきました。また現在の職場においても大学の先輩方に支えられ、この春には私が初めて３年間担当した生徒を送り出します。　
最
近
思
うことは、 「時
間のある学生時代にあれもこれもやっておけばよかったな」ということです。　
学生の皆さんは、筑波
大でできること、やっておきたいことは時間にゆとりがある在学中に取り組んで くことをお勧めします。
（平成７年度体
育専門学群卒）
　
今回の調査からどの
ような若者の政治意識の実態が分かる か。日本政治 専門の竹中佳彦教授（人社系）が調査結果を分析した。
女子やり投げ
投票は義務感から
票、後者は期日前投票を利用すればよい。不在者投票制度を知っているという回答は多いが（問
12） 、若干
手間がかかるうえ、 「一強多弱」で安倍内閣継続が容易に見込めたため、そこまでする必要を感じなかったのだろう。投票し 人も、自分の意思を表示するというより、義務感による人がやや多い。　
政治に関する情報源はテ
レビが圧倒的で、インターネットが続く。ＳＮＳが新聞とほぼ並ぶ一方、周りの友人と政治の話をすることはない（問
10、問９） 。
　
調査は回答者の所属学群
の分布に偏りがあり、その結果も筑波大の平均的学生像とはいえない。しかし、日常的に政治に関心を持たず、政治に関する情報をテレビやネットから受動的に入手しがちな若者が、首相の経済政策に反感を持つこともなく、争点を受容した――そんな若者の政治意識が浮き彫りになっている。
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安倍内閣の支持
 ５割超
 
政治意識について語る今井さん
　
総務省の調査によると、 衆院選の
20歳代の投票率は１９６７年には
66・７％だっ
たが、
12年には
37・９％に低下している。また、本紙の調査では昨年
12月の衆院
選で筑波大生の投票率は
40・４％だった。 「若者の政治離れ」が問題視される中、
筑波大生は政治に対してどれだけ関心を持ち、 どのような意見を抱いているのか。アンケート結果や学生たちの座談会をもとに探った。
（林健太郎、山野辺拓実＝
社会学類、添島香苗＝生物学類、齋藤優斗＝社会工学類、佐々木優＝知識情報・図書館学類）
　
筑波大生は、政治に
対して具体的にどのような意見を抱いているのだろうか。アンケート調査の際に追加取材への協力を申し出 くれた
酒井万柚子さん
（日日２年） 、今井
卓
すぐる
さん（社学３年） 、中川侑さん（知識図書２年）と本紙記者で座談会を行った。
　
安倍
内
閣を「支持する」
「どちらかといえば支持する」と回答した学生は
54・
０％に上り、 「支持しない」「どちらかといえば支持し
ない」と回答した学生の
18・７％を大きく上回った。
　
一方、支持政党に野党を
挙げた学生は６％にも満たず、安倍自民党の一強体制
「支持政党なし」7 7％
　
――昨年末の総選挙には
行きましたか。今井
　
行きました。成人し
て初めての国政選挙で、権利を行使しないのはもったいないですから。中川
　
私も行きました。政
治に自分の考えを反映するチャンスを使っ みようと思いました。酒井
　
住
民
票
が地元にあ
り、不在者投票制度を 用しようとも思いまし が、手続きがややこしかっ ので、投票しませんでした。今井
　
私は不在者投票制度
を利用しました はり手続きは面倒で た。　
――選挙に必ず行くべき
だと思いますか。今井
　「
権
利
」なので個人
の自由 。中川
　
民主主義の国なのだ
から投票率１００％が理想。白票を入れるなど「意見が無い」という意見の示し方もあります。　
――若者の投票率は降下
傾向にあります。酒井
　
投票しないという行
為には何らかの理由があるはず。一方的 批判するのは理不尽です。中川
　
大学生は
住民票が現住所にないことが多く、投票するのに手間がかかりますしね。酒井
　
最近の若
者は生活 そこまで不満を感じていません。不満があっても、昔のように国家や政治に訴えようとする人は少ないのではないでしょ か。　
――「誰に投
票しても同じだから投票しない」という意見もあります。酒井
　
候補者そ
れぞれが異なるマニフェストを
　
◆調査方法
　
　
１月５日―９日に、学群の授業で昨年
12月の衆議
院選挙に関するアンケートを実施。設問は
12個。男
子２５０人、女子１８７人、性別無記載
17人の計
４５４人から回答を得た。学群別の内訳は、人文・文化
60人、 社会・国際
75人、 人間
10人、 生命環境
65人、
理工
40人、情報
68人、医学０人、体育専門１０３
人、芸術専門
15人、院生２人、無記載が
16人
だっ
た。年齢別内訳は、
18歳が
10人、
19歳が
63人、
20歳
が２０１人、
21歳が１２２人、
22歳が
23人、
23歳が
10人、
24歳が４人、
25歳が
1人、
26歳が１人、
27歳
が１人、無記載が
18人だった。
【投票に行く理由】　「
国
民
の義務だから」が
36・８％と最も多く、 「政
治への意思表示」 が
31・３％
と次いだ。 「国政が少しでも良くなってほしいから」が
10・４％、 「家族や知人
に勧められた」が９・７％、「支持している政党や候補者がいた」が６・９％と多くの意見が並んだ。　
一方、投票に行かなかっ
た理由は「つくば市に住民票がないから」
45・５％、 「投
票に行く時間がなかっ から」
28・９％だった。 「政
治に興味がないから」と答 が浮き彫りとなった。【衆院選の争点】　「
アベ
ノミクスの是非」
と答えた学生は
37・７％と
最も多く、 「消費増税の先送りの是非」 が
15・０％、 「集
団的自衛権の行使容認」が
13・２％と続いた。争点を
アベノミクスと答えた学生のうち、 政権を「支持する」「どちらかと言えば支持する」 と答えた学生は
69・６％
に達した。また「消費増税の先送り と答えた学生は「支持する」 「どちらかといえば支持する」が
51・５％
と半数を上回った。これらから、政権の経済政策が支持されていることが分かる。　
一方、集団的自衛権の行
使容認を争点とした学生うち、 政権を 「支持する」 「どちらかといえば支持する」と答えたのは
43・３％だっ
た。【政党支持率】　
安
倍
内
閣を「支持する」
「どちらかといえば支持する」と答えた学生のうち、えた学生は８・１％、 「投票したい政党や候補者がいない」４・７％、 「自分が投票しても政治は変わらない」 自民党を支持しているのは
21・２％に留まり、支持政
党なしの学生が
71・４％を
占め、無党派層の が目
65％ 「選挙必ず行くべき」
立った。　
一方、最大野
党の民主党は支持率が０・４％と低迷し、離れが顕著だった。 全体では 「支持政党なし」が
77・３％で最多
だった。【野党のあり方】　「
野
党
間の連
３・３％と、政治への関心の薄さも目立った。 「投票しないことで意思表示をしようと思ったから」は１・
４％だった。【選挙へ行くことの重要性】　「
選
挙
権を持つ人は選挙
に行くべきだと思うか」という問いでは、
65・２％が
「必ず行くべき」と答えた。また、 「選挙権がなかった」
0 20 40 60 80 100
「未投票 一方的批判は理不尽」
持っているので、誰にしても同じだとは思い せん。中川
　
候補者個人の考えよ
りも所属政党の方針が重視される傾向があるので、そういう意見が出るのでは。同じ党の中にも、違う考えの人はいるはずです。酒井
　
私も
同
感です。メ
ディアは政党中心の報道になっていると思 ます。
筑波大生
民主０・４％と低迷
 
携強化による自民党への対抗」が
36・８％、 「何も望
まない」が
15・２％、 「野
党再編による新たな政党の結成」が
11・２％だった。
全国の支持率データはNHK 政治意識月例調査
（1 月 10-12 日実施）より
また「批判だけなく、対案を示す主体的な姿勢が必要」 「党の立場を明確にすべき」などの厳しい声が聞かれた。
意見を交わす中川さん（左）と酒井さん
今井
　
確かに、候補者個人
の情報やマニフェストなどは、テレビだと選挙当日の特番でしか 道されませんよね。　
――安倍政権を支持しま
すか。中川
　
どちらかといえば支
持しません 政策自体に反論はありませんが、 例えば、特定秘密保護法はきちんと議論されていたか疑問を感じます。与党だけでおざなりな議論をして、決議を採ろうとするのは違うのではないでしょうか今井
　
集団的自衛権は簡単
に閣議決定されてしまい、疑問を感じました。それでも私はどちらかといえば安倍政権を支持します。野党は頼りないですし、ほかに政権を担う適任の政党がないですから。酒井
　
どちらかといえば支
持します。多くの問題 全国民が納得するように解決するのは難しい だから個人個人に多少不満があっても仕方ありません。そう考えると、アベノミクスで成果を出している安倍政権はまずまずやってい なという印象です。　
――普段、筑波大生同士
で政治の話をしますか。今井
　
時々する程度で、政
治の話ができる友達も限られていると感じます。
酒井
　
ニ
ュー
スで話題に
なった時くらいですが、たまに熱い議論になりま 。出身地の友人よりは筑波大生のほうが政治に対する関心は高いと思います。　
――政治に関する情報は
どこから得ますか。今井
　
衆院選の時はネット
やツイッターから得ていました。情報収集で一番多く使うのはネットですが、 （衆院選時は）情勢を詳しく知るために新聞も読みました。酒井
　
政治の情勢について
知りたい時は新聞を使い、人の意見を知りたい ＳＮＳやネットを見 り、話を聞くなどして ます。ただ、Ｓ 情報 うのみにはしないように注意しています。　
――今後、若者が政治に
より興味を持つには何が必要でしょう。今井
　
不在者投票制度など
のシステムを分かりやすくしてほしい す。酒井
　
親が毎回選挙に行く
とか、家族で政治の話をするなど家庭で 教育も大切ですね。中川
　
自分たちの入れた票
が無駄になっていない が目に見えるようにして、政治に対する無力感をなくすべきだと思います。
と答えた学生に「もし選挙権があったら投票に行っていか」 と聞いたところ、
76・８％が「行った」
と回答。だが実際に投票したのは
40・
４％だけで、選挙に行くことへの必要性は感じるものの、意識が行動に結びついていない実態が明らかになった。
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情熱胸に高み目指す
の
女子バレー部 新主将
（体専３年）
男女ともに３回戦敗
退
帯川きよら
　【国立代々木競技場第一体育館（東京都渋谷区）などで大西美雨＝社会学類１年、 写真も】
バスケットボー
ル日本一を決める全日本選
　
１８４㌢の長身と、最
高２９６㌢にまで到達する跳躍で、相手のスパイクを強固なブロックで防ぐ。関東大学一部リーグでは一昨年の秋季 昨年の春季と２季続けてブロック賞に輝いた。昨年
12月にはキャプテンに就
任し、決意新た チームを引っ張る。　
幼いころから体を動か
すことが大好きで、山や川で遊ぶなど活発な少女だった。バレーを始めたのは中学１年生の時。友達に誘われてバレー部に入部したことがきっかけだ。男子の先輩が打つ、強く速いスパイクに魅了された。バレー のめり
込むうちに、眠っていた才能が開花。中学３年生で１８０㌢という高身長に恵まれたうえ、スポーツで有利とされる左利き。これらを買われ、全日本中学校選抜にも選出された。　
高校は地元長野県の強
豪、東海大学付属第三高に進学。 「勝ちたい」一心で朝は誰よりも早く体
育館に向かうなど、練習に打ち込んだ。監督とのマンツーマンの個人特訓や、夏休みなどを返上しての合宿練習……。高校生活のすべてをバレーに注ぎ込んだ。　
だ
が、苦
汁も舐めた。
高校２年生の全国大会では、同大会３連覇中だった大分県の東九州龍谷高に、３回戦で１セットも
取れずに大敗。猛練習したスパイクをことごとく拾われるなど、全国トップ校の前ではなす術がなかった。 「 もブロックも決まらず、力の差を感じた」 。同時に 「差
永瀬が連覇達成
トマに積極的に技を仕掛ける永瀬（12 月 6 日、グラ
ンドスラム東京の男子 81 ㌔級決勝戦で）
グランドスラム東京
世界選手権に向け弾み
　
世界のトップ選手が優勝を争うグランドスラム東
京２０１４が、昨年
12月５―７日、東京体育館（東
京都渋谷区）で行われ、男子
81㌔級で永瀬貴規（体
専３年）が連覇を達成した。この大会の
81㌔級での
連覇は史上初の快挙。準決勝で昨年８月の世界選手権の覇者、アブタンディル・チリキシビリ（グルジア）に一本勝ちするなど、世界ランク上位の強豪を次々に倒した。
　　　　
（新田萌夏＝社会学類２年）
　
永瀬は初戦から三回戦ま
で全て一本勝ちで駒を進め、準々決勝でロンドン五輪金メダルの金
キムジェボム
宰範
（韓国）
と対戦。大内刈りで技ありを奪い、 優勢勝ちを収めた。　
準決勝は世界選手権で敗
れたチリキシビリとの対戦。序盤は両者とも譲らず一進一退の攻防が続いたが、試合開始から２分半が
たったところで小外掛けで一本勝ち。因縁の相手に雪辱を果 し 。　
セルジュ・
トマ（ＵＡＥ）
と戦った決勝では、序盤から技をしかけ合った。互いに技によるポイントを獲得できないまま試合時間の５分間が終了。
技を決めたり、
相手に指導が入れば勝利となる延長戦に突入した。永
瀬は開始直後から内股を仕掛けるなど、積極的に技を繰り出した。すると開始か
ら一分半を過ぎたところでトマに指導が入り、永瀬の優勝が決まった。　
永瀬は優勝の要因に積極
的に技をしかけたこと 挙げ、 「相手に試合のペースを握られ敗れた世界選手権
での反省を生かせた」と語った。また、今年の目標については、 「世界選手権に優勝すること。リオデジャネイロ五輪に向けて弾みをつけたい」と話した。
　
国内外の有力選手が種目
別で競い合う豊田国際競技大会が、昨年
12月
13―
14日
にスカイホール豊田（愛知県豊田市） 行われた。段違い平行棒に出場した井上和佳奈（体専１年）は、３位に終わった前回大会の雪辱を晴らし、初優勝を果たした。　
昨年
10月の世界選手権に
も出場 井上は、女子体操選手と ては長身の
１５５㌢の身長を生かし、大きく美しい演技を披露。下り技の伸身２回宙返りを決めるなどミスなく技をこなし、
13・
20点を記録。２
位とは０・
05差という接戦
だったが、減点を最小限に抑えた演技で勝利を手にした。　
井上は「直前まで練習で
きないことが多く不安だったが、慎重に演技し ことが優勝につながったと思う。今はそれぞれの技の難易度が低いので、この結果
　
全日本ラート競技選手権
がつくばカピオ（茨城県つくば市）で、昨年
12月
13―
14日に行われた。筑波大か
らは
11人が出場し、女子個
人総合で松浦佑希（体専４年）が３連覇を達成し、小出奈実（体育１年）が３位に入賞した。　
人
総
合は跳躍、斜転、
直転の３種目で合計点を競
う。松浦は得意の跳躍で、出場選手中唯一の９点台を記録し、他選手を突き放した。斜転と直転も大きなミスなく堅実にこなし、合計で
27・
10点を獲得して優勝
を果たし 小 は跳躍で松浦に次ぐ７・
70点を記録
するなど、合計で
23・
80点。
総合では初めてのメダルを獲得した。　
松浦は「自分が練習して
きたことを出しきれた。６月にイタリアで開催される世界選手権でも、もう一度見たいと思われるような自分らしい演技をしたい」と語った。
　　　
　　　　　　　
（油布知夏）
プロの壁に阻まれる
井上が初優勝長身生かし演技
跳躍で強さ発揮松浦が３連覇
写真：アフロスポーツ
体
操
手権が１月１─
12日まで行
われた。筑波大からは、昨年
11月の全日本大学選手権
で優勝した男子、同７位の女子ともに出場 だがプロチーム相手に苦戦し、男女とも３回戦で敗退し
　
■男子
　
代々木第一体育館で行わ
れた３回戦で、プロリーグＮＢＬの２部リーグで首位を走る東京エクセレンスと対戦し、
78―
93で敗れた。
　
第１ピリオド序盤から東
京に先制点を奪われると、立て続けにシュートを決められる苦しい展開に。筑波大も杉浦佑成（体専１年）を中心にゴールを狙ったが、東京の守備を崩すことができない。第２ピリオドに入ると最大
18点差をつ
けられた 、中盤から坂東拓（同４年）が３ポイントシュートを決め など巻き返し、
39─
49で前半を終え
る。　
第３ピリオドも東京に攻
め込まれたが 終盤にキャプテンの笹山貴哉 （同４年）が好守から得点を挙げ、さらに終了間際には馬場雄大（同１年）のシュートが決まり、
60─
67と詰め寄る。
だが第４ピリオドに入ると勢いは止まり、立て続けにゴールを奪われ再び突き放された。 笹山や山田侑樹 （同４年）ら、この大会を最後に引退する４年生 続けざ
まに得点に絡み意地を見せたが、追いつくことはできず試合終了。プロの壁を超えることはできなかった。　
笹山は「一人一人の得意
なプレーを ごとく防がれてしまった。プロとの実力差を感じた」と を振り返り、 「この試合で４年生は引退するが、４年間素晴らしい環境でバスケができたことに感謝したい」と語った。　
吉
田健
司監督（体育系・
准教授）は、 「プロに対緊張したのか動きが固かった。大学１位として、３回戦で敗退してしま ことには責任を感じる」 話した。　
■女子
　
１回戦、２回戦ともに学
生相手に大差で勝ち上がった筑波大。３回戦では女子トップリーグＷＪＢＬの第２代表、デンソー・アイリ
スに挑んだが、
55―
99で敗
れた。　
第１ピリオドから、デン
ソーに優位 試合を進められ、９―
23と大きく離され
る。第２ピリオドもデンソーはペースを崩さず得点を重ね 筑波大も松本愛美 （体専１年） や吉成文 （同１年）のゴ ルで反撃するが更に点差は広がり、前半を
18―
43で折り返す。
　
第３ピリオドに入ると筑
波大にミスが目立ち始め、デンソーにボールを拾われる場面が増える。第４ピリオドでも勢いは変わらずさらに突き放され、完敗に終わった。　
大
高
敏
弘監督（体育系・
教授）は、 「序盤に差をつけられると追いつけないのが課題。試合前にインフルエンザが流行ってしまうなど、準備不足だったことも大きかった」と語った。
を埋めるには、本番を想定した練習を積み重ねるしかない」と努力を続けた。　
筑波
大
学バ
レー部の中西康己監督 （体育系・准教授）に誘われ、入学後は未熟だったブロックを猛特訓。以前は相手のスパイクにブロックが追いつかない
こともあったが、相手より先に構えることで、狙って防ぐことができるようになった。１年生からレギュラーに定着し、高さを生かしたブロックを武器に活躍。２年生なると全日本代表メン
バーにも選ばれた。　
だが、ブロッカーとし
ての活躍が期待された昨年の秋季リ グでは、相手のスパイクを抑え込めず、チーム 成績は５勝５敗と勝利に貢献できなかった。悔しさを糧に、「１回、１回の練習を大切に」と心掛けて、日々練習に没頭する そ てキャプテンとして迎える春季リーグ 備える。　「
バ
レ
ーのない人生は
考えられない」 。バレーが好きだからこそ、これまでもつらい練習を乗り越えてきた。 「上達する度にバレー 楽しくなり、本当にバレーが好きだなとつくづく思う」と笑う。　
今年の目標は６年ぶり
となる、全日本インカ優勝。栄光を目指して、ひたむき 努力を続ける彼女の活躍が、今後の勝利の鍵だ。
（林健太郎＝
社会学類２年、写真も）
相手にフェイントをかける笹山（1月 3日、
全日本選手権の東京エクセレンス戦で）
◆女子サッカー
　
関東女子
リーグ入替戦（昨年
12月
27
日、 東京国際大グラウンド）筑波大０―０尚美学園大＝１部残留◆バドミントン
　
全日本教
育系学生選手権（昨年
12月
27―
28日、葛飾区総合ス
ポーツセンター体育館） 【女子】▽シングルス
　
漆﨑真
子（体専４年）＝優勝、大久保敦美（同２年）＝準優勝、 ダブルス
　
加藤美幸
（同
１年）
・
柏原みき （同１年） ＝
優勝【男子】▽ダブルス
　
山本皓策（体専４年） ・木村健太朗（同４年）＝準優勝
に満足せず、高難度の技を練習していきたい」と今後の抱負を語った。
　　
（油
布知夏、
12面に関連写真）
デザイン＝大西美雨（社会学類１年）
帝京大に敗れ初優勝逃す
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後半
 意地のトライチームの「勢い」足りず苦戦
記者の目
残り
10分で劇的逆転
サポーターと共に悲願果たせ
スタンドから最後まで声援
後半７分、トライを決める福岡（1 月 10 日、帝
全国大学選手権決勝
ラ
グ
ビ
ー
 【味の素スタジアム（東京都調布市）で山野辺拓実＝社会学類１年、
12面に関
連写真】ラグビーの大学日本一を決める全国大学選手権の決勝戦が、１月
10日
に行われた。初優勝を目指した筑波大は、史上初の大会６連覇をかけた帝京大と対戦。７―
50で敗れたが、 ２年ぶり２度目の準優勝を果たした。昨年の秋は、
関東大学対抗戦で開幕４連敗を喫する苦しい立ち上がりだったが、主力選手がけがから復帰すると勢いが回復。準決勝で東海大に逆転勝利するなど、４連勝で決勝まで勝ち上がっ
　
国立競技場の改修で、味
の素スタジアムに舞台を移した決勝戦。絶対王者・帝京大の盤石の試合運びに、筑波大 持ち味である「粘り」は封じられた。　
前半７分、自陣ゴール前
でスクラムを組んだ筑波大だが、力で勝る帝京大に押し戻されボールを奪われると、そのままト イ 決められた。
21分にも左サイド
を突破されトライされると、続く
25分にも追加点を
許した。筑波大も反撃を狙ったが 帝京 の堅い守りに阻まれ得点を奪うことができず、前半は０―
21で
折り返した。　
後半序盤、筑波大がペー
スをつかむ。帝京大の反則が重なりゴール前まで迫ると、７分に左ウイングの福岡堅樹（情科３年）が混戦を抜け出しトライを奪う
キッカーを務めたフルバック山下一 （体専４年） もゴールを決めて７点 返すと、筑波大のスタンドから「筑波コー 」 が巻き起こった。　
だが反撃もこれまで。
12
分に帝京大にペナルティゴールを決められると、それ以降は防戦一方。
14分、
27分、
35分、
39分と立て続
けにトライされ、大敗を喫した。　
古
川
拓
生監督（体育系・
准教授）は「 （筑波大の選手より）体が大きい帝京大の選手に、しっかりぶつかりにいけた。優勝 で なかったが、１年間戦い抜いた部員全員を誇りに思う」と話した。ケガで前半
23分
に交代した左センターの松下真七郎主将（体専４年）は「敗れはし が、自分たちに足りない ころが見えた。来年こそは成長 後輩たちが成果を見せるだう」と悔し涙を浮かべた。
　
筑波大が初めて決勝に
進出した一昨年と、今年の全国大学選手権の流れはよく似ている。両も準決勝の東海大戦で試合終了間際に逆転勝利し、決勝では帝京大に敗戦。だが、 中身は異なる。その違いを古川拓生監督（体育系 ・ 准教授）は「勢い」だと語る。　「
一
昨
年は勢いで勝ち
進んで た」 。対抗戦１位、大学選手権決勝進出と創部史上初の快挙が続いた。決勝の舞台でも、当時も圧倒的な力を誇っていた帝京大に 試合を重ねる中で生まれた勢いで挑んで った。
　
一方「今年は実力で勝
ち取った決勝進出だった」と古川監督は胸を張る。対抗戦では主力選手負傷離脱もあり、初戦から４連敗と苦しんだ。　
だがそれがかえって功
を奏した。本来は試合に出られない選手が出場して経験 積み、チーム全体の実力の底上げに成功した。また、自分たちのプレーを振り返り、タックルなど相手との 「接点」の練習を徹底的に行い
巻き返しを狙った。　
けが
を
した選手が復
帰すると結束が強まり、チームは「加速度的に」（古川監督）成長、持ち味の粘りあるプレーに磨きがかかった。その成果は、大学選手権での４連勝という形で表れた。　
だが
決
勝は完敗に終
わった。皮肉にも、今年の帝京大に比べ筑波大に足りなか の 一昨年にはあった 「勢い」 だった。
　
帝京大の勢いを生んだ
のは、自分たちへの確固たる自信だ。　
もちろん筑波 選手
もプレーに を持っていたが、 「それ以上に帝京大の選手は全てで『負けない』という強い自信で臨んでいた」と古川監督は振り返る。フッカーの村川浩喜（体專４年）も「相手の勢いに負けてしまった」と反省。大会６連覇中 王者を打ち負かすために 帝京には絶
対負けない」という自信を持ち、 挑戦してほしい。　
優勝に必要なのは選手
の力だけではない。より一層のサポーターの応援が必要だ。　
一昨年の決勝戦。内田
啓介（現パナソニックワイルドナイツ）が「 （声援に）支えられていると感じた」 と語ったように、応援の力は絶大だ。ラグビー部も決勝の応援バスツアーを企画。旗などのグッズを配り、応援を促した。　
だがその結束力は帝京
大に比べ弱く見えた。筑波大側の応援スタンドは２カ所に分かれており、応援がまとまらない 後半７分に左ウイング福岡
堅樹（情科３年）がトライを決めた直後「筑波コール」が響き渡った時も、それにかぶせるような「帝京コール」にかき消されてしまった。　
今回の決勝戦をスタジ
アムで観戦した人は約１万２千人で、サンケスポーツによると過去の決勝戦の中でも最少。空席が目立つスタジアムが「筑波ブルー」で埋まれば、選手にとって何よりの支えとなる。　
来年こそは、全国の頂
点に立つというラグビー部の悲願を、学生に限らず教職員、保護者 卒業生などの「オール筑波」で見届けたい。
（山野辺拓実）
 【味の素スタジアムで鈴木拓也＝人文３年、田中開＝教育１年
】 「来年こそは日
本一の筑波が見たい」 。２年ぶり 帝京との決勝。初優勝がかかる注目の一戦に、大勢の筑波大ファンが味の素スタジアムに詰めかけた。結果は７―
50と優勝
は逃したものの、観客は最後まで応援を続けた。　
主将の松下真七郎（体専
４年）など、友人が数人出場していた壺内浩紀さん（同４年）は、終始最前列から声援を送っ 。 「今日は思ったように試合を進められな ったかも知れ いが、ここまで勝ち進んだことに本当に感動し 。心か
らお疲れ様と言いたい」　
また、息子が蹴球部に所
属する久野恭子さん（
47）
は「よく頑張ったと思う。
　【秩父宮ラグビー場（東京都港区）で山野辺拓実＝社会学類１年、写真も】１月２日に行われた東海大との準決勝。残り
10分で３―
16と突き放された状況から
逆転し、
17―
16で勝利した。
劇的な幕切れにスタジアムは熱狂に包まれた。　
前半、筑波大は東海大の
守備に苦戦。キックオフ直後から東海大のゴール前までラインを進めるも、得点できない。逆 ミスから東海大にボールを奪われると、自陣ゴ 前まで一気にラインを押し込まれ、９分にドロップゴールで３点を先制された。
31分には守
備の薄い左サ ドにボを運ばれトライを許し、
40
分にも失点。後半に入り、７分にペナルティゴールをフルバックの山下一（体専
４年）が決めて３点を取り返したが、
27分に東海大に
ドロップゴールで再び点差を広げられ、絶望的な状況で終盤を迎え 。　
だがここから筑波大が巻
き返す。左ウイングの福岡堅樹（情科３年）がサイド
をかけ上がりゴールラインに迫ると、
34分にナンバー
エイト山本浩輝 （体専４年）がトライ。山下もゴールを決めて６点差に迫る。直後のキックオフ、東海大が蹴り上げたボールをフッカー村川浩喜 （同４年） がキャッ
チし、速攻をかける。ボールを素早くゴール前に運ぶと、
36分、左プロップ橋本
大吾（同３年）が混戦を抜け出し、ゴールポスト内にトライを奪い１点差。キックを決めれば逆転の絶好機。勝負所で山下がゴールし逆転。このまま試合が終了した。　
古
川
拓
生監督（体育系・
准教授）は「選手一人一人がしっかりやり切ってくれた。終盤の
10分だけではな
く、
80分通して素晴らしい
集中力を発揮したことで、最後の最後でチャンスをつかめた」と選手をねぎらった。ゲームキャプテンの左フランカー水上彰太（体専４年）は「 『攻める』と選手全員が意志統一できたからこそ逆転できた」と話した。
点差が開いても最後まで諦めずに食らい付く姿勢に胸が熱くなった」と、優勝には届かなかったが、健闘をたたえる声が目立った。　
卒
業
生
も多く駆けつけ
た。物理学類の卒業生で東
準決勝
京都練馬区在住の会社員、原田茂樹さん（
56）は大学
時代にラグビー部の友人がいたことがきっかけで応援するように。 「２年前の決勝（帝京大戦）と同様、力の差はあっ が、来年は日本代表の福岡堅樹（情科３年）を中心に一矢報いる活躍をしてほしい」　
また社会工学類の卒業生
で都内在住の林
穫えもり
衆
さん
（
31）は「後半の立ち上が
りや福岡のトライなど、力に差がある中でよく戦いきったと思う。母校の後輩が日本一をかけて戦っている姿を見ると、エネルギーをもらえる。来年こそは日本一になってもらいたい」と、来年以降の躍進に期待を寄せた。
「来年こそ日本一に」
タックルを受けつつも果敢に攻める山下
　　　　　（1 月 2 日、東海大戦で）
（上）ブルーの旗を振り声援を送る観客 = 田中開撮影
（下）試合後、トロフィーを手に出場選手をねぎらう部
観客の声
 京大戦で＝平嶋健人撮影
員たち＝森脇慎撮影
る。１９７５年に設立された歴史あるサークルだ。会員は
25人。鳥類、
昆虫、は虫類など自分が好きな生き物を「専門」に追いかける会員が多
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入り口には鳥のはく
製、棚には骨格標本や昆虫標本、隅には魚が泳ぐ水槽……。文化系サークル館２階にある野生動物研究会の部室からは、生き物の息遣いが聞こえる。　
野生動物研究会は、観
察や採集など 活動を通して野生動物の生態を追求するサークルだ。活動
は個人やグループで行う昆虫採集などの研究活動を中心に、主に週末や長期休暇中 行われ
野生動物研究会
い。　
１年を通して幅広い活
動ができるのが同サークルの魅力だ 例えば、毎年７月にはホタルが多く
生息する
宝ほうきょう
篋
山（つく
ば市小田）で観察会を実施。ホタルの美しさに感動するとともに、ホタルの種や環境変化による数の変化などを議論する。　
長期休暇中には合宿に
行く。行き先は北海道から奄美大島まで幅広い。現地では４人程度のグループに分かれ、つくば
にはいない生き物の観察や採集に取り組む。花火や海水浴などのレジャーには見向きもせず、朝から晩まで「生き物漬け」 。彼らの生き物に対する情熱が伝わる。　
活動する生き物の数が
少なくなる冬には、骨格標本作りを行う。使うのは死体で発見された鳥など。骨格標本は、死体の全長や尾の長さ どを測定し、解剖。骨についた肉を除去し、組み立てて作られる。会長の片木仁さん（生資２年）は「死んだ動物を標本にすることで、その動物についての知識が深まるだけでなく、その死を無駄にしないことになる」と話す。　
記者も同サークルの活
動の一つであるバードウオッチングに参加した。昨年
12月下旬に宝篋山に
出向き、鳥 鳴き声に耳
を澄ませながら山道を散策。 鳴き声が聞こえると、鳥の種 予想し 姿を探す。双眼鏡で観察し、写真を撮る。鳴き声から鳥の種類を特定 きない時は 持参した図鑑で調べる。鳴き声は聞こえるが鳥が見つからないもどかしさがある分、の姿を見つけて種を特定できた時の喜びはひとおだ。片木さんは「バードウオッチング 魅力初心者でも気軽に楽しめること」と語る。　
同サークルの活動の醍
醐味を「生き物の素晴らしさに気づき、生き物がより身近な存在になること」と片木さんは話す。生き物を見つめる彼らの瞳から輝きが失せることはない。彼らは今日も生き物を追 かける。
（深
作歩美＝生物資源学類１年、写真も）
　
筑波大学外国語センター
が主催するイベント「トライリンガルデー」が昨年
12
月
10日、 １Ｈ棟で行われた。
英語に加えてもう一つの外国語（第二外国語）を学ぶ意義と楽しさを紹介することが目的で、今回が初めての開催。会場には約
70人の
学生が訪れた。　
イベントは２部構成で行
われた。　
前半には、慶應義塾大学
名誉教授で日本フランス語教育学会会長の古石篤子氏と、東京ドイツ文化センターコーディネーターのヒレスハイム・ヤン氏の講演が行われた。
　
古石氏は、 「ＥＵ各国の
学生は、２つの外国語を学ぶのが当たり前。
しかし
、
日本では英語を学ぶことの意義ばかり 強調され、第二外国語を学ぶことの重要性が主張されること 少ない」と指摘。自身が米国を訪れた際に、フランス語を話せたことで会話が弾んだ経験などから、 「第二外国語を話せることは大きな強みになる」と語っ 。　
後半は、筑波大生と卒業
生が、第二外国語 して学習したドイツ やスペイン語、フランス語など６つの言語の魅力について発表。大学で 授業内容や、その言語が使われている国についてまとめたスライドを使い、外国 習の楽しさを伝えた。
第二外国語の楽しさ伝える
「犯罪が起きない環境を」　
筑波大生の財布や現金、
自転車の盗難被害が続いている。学生生活課は「犯が起きない環境を作ることが大切だ。防犯意識を高めてほしい」と注意を呼びかけている。　
現金の盗難では、昨年
12
「ＩＴコミュケーションと社会」でグループ発表を行
う学生＝木村敦助教提供
相次ぐ学生の盗難被害
　「教員は学生に知識を与えるだけではなく、学生の学びを支援していくべきだ」 。東京電機大学（東京都足立区）で木村敦・同大助教（心理学）が担当する
「ＩＴコミュニケーションと社会」という授業は、この立場に立って展開されている。学生からの評判も良く、こ 授業 つい 報告した自身 論文も高い評価を得ている。　「
Ｉ
Ｔ
コミュニケーショ
ンと社会」は、ＩＴ技術を
用いた社会問題の解決策や、ＩＴの問題点などについて考える授業。昨年度は
31人が受講した。
　
授業の特徴は、 講義と 「問
題解決型学習（ＰＢＬ＝Ｐｒｏｂｌｅｍ
　
Ｂａｓｅｄ
　
Ｌｅ
ａ
ｒｎｉｎｇ） 」を
組み合わせている点にある。学生が複数のグループに分かれ、 「仮想通貨の現状と課題」など、明確な答えの出ない問いについて２─３人のグループ内で議論。解決策を考える新たな授業の形態だ。教員が一方的に講義する従来 授業に比べ、学生が主体的に学習できるため、導入する大学が増えてき 。木村助教は、
11年の科目開講時から
授業にＰＢＬを取り入れている。　
だが、学生間で学習意欲
に差がある場合や、学生がＰＢＬに慣れていない場合、グループ学習が計画通りに進まず、ＰＢＬの成果が出にくい可能性 。　
こ
う
し
た事態を防ぐた
め、木村助教は「のメンバー同士で学習状況
　
外国語センターの浜名恵
美センター長（人社系・教授）は、 「グローバル化が進み、世界中の人々とコミュニケーションをとる必要性が高まっている。
（学
生には）英語のほかにもう一つ外国語を学び、世界で活躍できる力をつけて しい」と語った。　
実行責任者の一人である
小松祐子准教授（人社系）は、 「複数の言 を学べば、多様な視点から世界を見ことができる。また言 能力には共通した部分があるので、第二外国語を学ぶことは既習の言語の上達にも役立つ。今後もイベント開催し、第二外国語を学ぶことの大切さを学生に伝えていきたい」 と語った。
（廣
岡里穂＝人文学類１年）
などを共有する」ことを考案。グループのメンバーがどれだけ学習意欲を持ち、どの程度学習しているかをグループ内で把握すれば、発表に向けた計画や準備もスムーズに行えるからだ。　
木村助教は表計算ソフト
と、ネット上に情報を保管できるサービス「クラウドストレージ」を利用。各グループのメンバ はこれに自分の学習意欲や学習量などを５段階評価でそれぞれ毎週入力して、メンバー全員の学習時間などをグラフで表示、そのデータを教員とグループのメンバーが確認できるシステム 制作した。 「学生の主体的な学習を妨げないよう、あくまでグループ学習を円滑化する支援システムを目指した」と木村助教は語る。　
システム導入の結果は数
値にはっきりと現れた。　
このシステムを した13年、学生が数値で入力し
た学習意欲の平均値は授業が進むにつれて上昇。グループ発表後の学生アンケートでも、 「グループで
中
東京電機大の
　　　　
試み
計画的に学習できた」 「発表の練習ができた」などの項目に対する評価が前年よりも向上した。システムを通じて個人 学 量などをグループのメンバー同士が共有でき、グループ の計画が立てやすくなっためで、学習成果の高い授業を実現できたことがわかった。その結果、授業の最後に行う授業評価アンケートでも学生から「充実した授業だった」 「授業 の経験を今後に 役立てたい」など高い評価を得ている。　「
高
校
までとは違い、大
学は教員の言われるままに『学習』する場ではなく、学生が主体的に学ぶ 『学修』の場だ」 。筑波大 の清水一彦副 長（教育学）は強調する。 「教員はＰＢＬ
ような新しい授業モデルを使うなど、教え方を工夫して、授業を受けた学生の学修成果を同一にする責任がある。教員が学生の『学修支援者』となることが重要だ」　
本紙調査によると、大学
生の約９割が授業中にスマホを使い、うち約７割が授業に無関係の用途で使用していた。 「スマホを使わなくていいような面白い授業をしてほしい」と話す学生もいる。　
学
生
が
授業で主体的に
「学修」できるよう教員が支援していく――教員の役割は「学問を教え 」だけの立場から大きく変化しつつある。
（新田萌夏＝社会
学類２年）
月
17日、学生が中央図書館
２階の学習スペースの机に財布を置いたまま近くのソファで仮眠していたところ、財布から現金２万円が盗まれた。　
また体芸エリアの食堂で
は、今年１月
14日に現金の
盗難が発生。財布を机に置き忘れた学生が支援室に問い合わせたところ、 は見つかったが、中に入っていた現金約３万円 盗まれていた。このほかにも、紛失したり、置き忘れたままの財布から現金が抜き取
　
筑波大学は、卒業する学
生の自転車を回収・整備し新入生に販売する取り組みを今年以降も続けていく。学生が卒業に際し学内に放置している自転車を減らすために、昨年は約１００台の自転車を回収。うち販売したのは、壊れていて使えない物を除いた約
10台。学
生生活課は「放 自転車を減らしリサイクル自転車を増やしたい」と話し、学生に協力を求めて る。　
同課では昨年、回収した
自転車を、学生宿舎入居時に各宿舎の共用棟で一台３０００～５０００円で販売した。販売した自転車は自転車安全整備士が整備、道路交通法令 基づく「安 業する学生の自転車
られる例が相次いでおり、４万円を盗まれた学生もいるという。　
一方、自転車盗難は
12月
中に学内で７件、春日地区のアパートで１件発生。うち５件が無施錠だった つくば中央署は「無施錠の自転車の盗難は容易で、犯人に狙われやすい。安全な社会を作るため、学生一人ひとりが意識してほし 」と指摘した。　　　　　　
（栗山菜帆子）
今年も回収し販売へ
全な自転車」であることを確認し、ＴＳマーク＝
　
＝
を貼って安全性を保証している。　
同課は今年も２月上旬と
卒業式の前後に、大学会館で自転車を回収する予定だ。 回収数が今後増えれば、短期留学生などに自転車を貸し出すことも検討中だという。　　　　　　
（栗山菜帆子）
　
ＴＳマーク＝自転車安全
整備士が点検整備した普通自転車に貼付されるマークで、貼付後の１年間は付帯保険がつく。青、赤の２種類があり 最大１０００～２０００万円の保険が支払われる。
生物の素晴らしさ知る
双眼鏡で野鳥を観察する会員たち（12 月
月 28 日、宝篋山で）
円滑なグループ学習目指す
「主体的な学び支えたい」
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星で心のケアを
　「夢の中にいるみたい」とつぶやく小児がんと戦う少年。 「あの星座、知ってる！」と歓声を上げる車椅子や年配の入院患者たち。昨年３月、筑波大学附属病院の食堂で行われたイベント「星の降夜」では、スクリーンに皆が見入っていた。　見慣れた病院の食堂をプラ
ネタリウムに変え のは、筑波大学のボランティアグループ「ＵＮＩＣＯ（ユニコ） 」 。２０１３年
10月に発足した後
に、社会貢献プロジェクトの一環として活動を始めた。宇宙や星を使って人々に癒やしと元気を届けることを目的とし、附属病院やつくば市内の
小中学校を中心にプラネタリウムや天体観望会、星座についてのお話会などのイベントを行ってきた。　
イベント「星の降る夜」で
は、 食堂の片隅を暗幕で囲み病院のシーツをスクリーンにして星空を投影。神秘的な音楽を背景に ギリシャ神話逸話を交えながら星座 紹介した。点滴をした人、車椅子に乗った人など集まった患者は
30人以上。発足後初めての
イベントだ が、あまり盛況ぶり 時間を延長 た程だった。　
上
映
が
終わると、 「すごく
奇麗だった」 「私も星座の勉強をしたい」と患者たちは興奮した様子で語 中には数日後、集中治療室に移る小児がんの子どもも た。その子の母親は「個室に移 ても
星を見られるよう、室内用プラネタリウムを買ってあげようと思います」 とほほ笑んだ。　
活動
を
始めたきっかけは、
メンバーの髙村有加さん（看
病院の食堂に作られた手作りのプラネタリウムに見入る参
周年10
護４年）が筑波大入学前に働いていたころの経験だった。患者の多くが、安静を保つために一日中ベッドの上で真っ白な天井を見つめていたのだ。そこで髙村さんは「病院の皆と星を見て安らぎを感じ、自分は一人ではないと感
UNICO
病院をプラネタリウムに
加者たち＝UNICO提供
ノーベル財団理事長講演
ヤゲウォ大学
　「なんでポーランドに留学するの？」 。私が留学を決心した時、多くの人々に聞かれました。留学を決めたのは一昨年の秋のこと。 幼いころに 『アンネの日記』を読んで衝撃を受け、ヨーロッパでの戦争の歴史、特にナチスドイツのユダヤ人迫害の歴史に興味を持ち、ポーラン で学びたいと
考えていました。　
私が暮らすポーランド
の古都、クラクフ。
16世
紀まで首都として栄え町には古い建物や教会が残り、現在も多くの人々を魅了しています。しかしこの町には過酷な歴史もあります。第二次世界大戦時、ドイツの侵攻で
ユダヤ人はゲットー（強制居住区域）や強制収容所に送り込まれ、多くの命が失われました。ユダヤ人だけでなく、ポーランド人やロマ、同性愛者なども収容され、厳しい迫害を受けました。最大規模の収容所・アウシュビッツがあったのもポー
「基礎研究 軽視しない」
?
　
ノーベル賞を主催するノーベル財団＝
　
＝のカー
ル＝ヘンリック・ヘルディン理事長を招いた講演会と対談＝筑波大学長主催＝が１月
14日、大学会館で
開かれ、定員１５０人の会場は学内外からの来場者で満席になった。
　
　　　　
（佐々木優＝知
識情報・図書館学類３年）
　
理事長は「ノーベ 賞と
科学の発展」をテーマに講演。賞の選考の様子や過去の受賞者とその功績、またノーベル財団が行う事業などについて説明した。　
この後、理事長は「とこ
とん知りたいノーベル賞」をテーマに永田恭介学長対談。学長が「最近のノーベル賞では基礎研究より、応用研究が評価される傾向にあるのでは」 「ノーベル賞の審査 時に重視する点は何か」などと質問 著名ながん研究者でもある理事長は「基礎研究の軽視はな
い」 「受賞者選考では、 （候補者が）ある分野で最も業績をあげている人物かどうかより、最初にそのアイデアを発案したか、メカニズムを解明したかなど 注目している」と答え 。　
また、学長の「日本の生
命科学分野についてどう思うか」という質問には、 「日本の生 学には山中伸弥 ・ 京都大学教授 （２０１２年ノーベル生理 ・医学賞受賞）がおり、山中教授のような研究者が今後も生まれることを期待していると答えた。
　
一方、来場者の「日本で
は論文不正が問題になっているが、世界から日本の科学はどう見られているか」の質問に理事長は「 （不正防止のために）厳格な基準が必要だが、不正は世界中にある」 と回答。また 「ノーベルの発明したダイナマイトのように、発見 戦争利用される場合もある どう思うか」という質問には「研究に良い悪いはない
」
と、発明や研究 「悪用」はあくまで結果論との見方を示した。　
ノーベル財団
＝ダイナ
マイトの発明者アルフレッド・ノーベルの死後、その遺言によって設立された。ノーベルが残した遺産の管理と、その遺産によって創設されたノーベル賞を主催している。
　
本紙に対するヘルディ
ン・ノーベル財団理事長の他の発言内容は以下の通り。
　　　
（福原直樹）
　
賞には①死者は受賞で
きない②受賞までの期間が長すぎる③数学賞がない……など数々の批判がある。だが、③はノーベルの遺言に従ったもので、変更できない。また①については、もし死者の受賞を認めれば候補者が莫大な数になり選定難しくなるだろう。　
②については素粒子物
理学
などで実証までに
時間がかかり、
受
賞が
遅れる例がある。だが、
三藤紫乃
　
生物学類と生命環境科学
研究科が主催するイベント「バイオｅカフェ」が１月６日、総合研究棟Ａで行われた。
88回目となる今回は、
「ぼくの大好きなカビと昆虫をめぐる菌」と題して出川洋介助教（生環系）が講
演。学内外から約
40人が訪
れた。　
出川助教は、菅平高原実
験センター菅平菌学研究室（長野県上田市）でさまざまな菌を発見し、菌の分類や、胞子が発芽してから成長し再び胞子 作るまでの
菌などの研究成果講演
バイオｅカフェ
参加者同士で意見交換も
生活の過程（生活史）の研究に取り組んでいる。講演では、ある菌の生活史を初めて解明したことや、筑波大の本部棟付近にも生息する昆虫「ヒゲジロハサミムシ」の腸内から新種のカビを探し出したことなど、研
究の成果について失敗談や苦労話をするなどユーモアを交えながら話した。　
講演の
合間には、参加
者同士が意見を交換「テーブルトーク」の時間が設けられた。参加者は、「胞子の複雑な形の理由」や「ある胞子に特徴的な形の機能は何か」をテーマに、活発に意見を交換していた。　
同助教は講演後、 「
（来場
者の）発想がユニークだった
ので、自分が気付かな
かったことを指摘され、驚いた」と語った。　
来場した男子学生は「さ
まざまな学類の人が参加していたので、テーブルトークの時に自分では思いつかない考えを聞けて良かった」と話した。　　　
（深作歩美、写真も）
じてほしい」とグループを結成。その後、物理や医学、芸術などさまざまな分野に精通するメンバーが集まり活動を開始した。宇宙や星についての知識がある人ばかりではないが、それぞれの経験を生かしイベントを行っている。　
今後は、病院での活動に加
え、児童養護施設や介護福祉施設などでのイベントも行っていく予定だ。介 が必要な人の入浴を手伝う際に、浴室の天井に星を映し、リラックスしてもらう新しい企画案も出ている。 「星の魅力は 知識がな 人も奇麗に感じられるところ。プラネタリウムどを開催することで、患者さんの心のケアに役立 ばうれしい」とメンバーは話す 病院に輝く無数 星々。その不思議な魅力は人々の心を癒やし、笑顔を生み出していく。　（油布知夏＝人文学類２年、12面に関連写真）
（ポーランド）
ランドです。　
私はヤ
ゲウォ大学で、
ホロコースト（ショア）と言われる戦時下でのユダヤ人に対する迫害の歴史を学んでいます。授業ではドイツ 留学生の意識の高さに気付きました。加害国のドイツでは戦後、 「自分 父親や祖父が占領国でどのような行動をとったのか」という不安が、トラウマとして国民の中で芽生えました。その思い 世代を超えて受け継がれ、被害国と同じように戦争の歴史と向き合っています。欧州の教育プログラムにアウシュビッツの学習が導入されたことも、若者が負の歴史に積極的に向き合い始めた背景があるようです。近年、各方面の研究や調査、生存者の証言から多くの事実が解明
されつつありますが、ホロコーストの全体解明には至っていません。ヨーロッパでは依然、戦争の記憶が社会に大きな影響力を持っています。　
加害国、被害国に関係
なく、なぜ悲劇が起こったのかを考え、教訓を共有して次世代につなげる。戦争責任や問題は解決していませんが ヨーロッパが戦争の歴史と向き合おうとする姿勢を感じます。　
今
年
１
月
27日、アウ
シュビッツ強制収容所解放から
70周年を迎えま
す。平和とは何か、戦争の歴史と私たちはどのように向き合っていくべか。答えを考えるの 難しいですが、節目の年にポーランドでゆっくり考えていこうと思いま　　
（国際総合学類３年）
講演の合間、テーブルトークで積極的に意見交換する
参加者たち（1月 6日、総合研究棟Aで）
実証前に拙速に賞を出すのは、危険だ。一方、（インド独立の父）ガンジーの例 よう 「受賞すべき人間が受賞しない」という批判もあるが、ガン が暗殺された１９４８年、選考委員会は平和賞を出しておらず、ガンジーが同 の最大の有力候補だったことが分かる。　
ノーベルの遺産は彼の
死後減り続けたが、財団は
60年代以降、株式投資
なども行い、利益を得てきた。
90年代は好況でも
あり（将来の運用に）楽観的だっ が、２０００
年代になると賞を続けるための資金が十分でないことが明白になった。（
12年の賞金減額はこの
ためだが）ここ２年は満足な形で基金が増加しており、賞金を元のレベルに戻すことを考えている。　
賞は過去１００年以上
の間、ノーベルの遺志を継ぎ、国籍に無関係に人類に貢献した人に与えられてきた。科学面で最も歴史がある主要な賞であり、何年にもわたり（賞金面でも）世界最高レベルだった。また、選考委員会は賞に値する科学者を探し出すのに最大の注意を払ってきたと思う。
選考に細心 配慮
賞への批判
基金の財政
ノーベル賞の意義
友人とほほ笑む三藤さん（左）（昨年 10月、
ユダヤ人迫害の歴史に学ぶ
ポーランドの植物園で）＝本人提供
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大喜利を披露する研究会員たち（1月 17 日、ノバホールで）
落語研究会40周年記念ライブ
５面へ
ボールを取り合う両校の選手たち（1月 10 日、帝京大
社会貢献プロジェクト
８面へ
望遠鏡を覗き込む参加者たち（昨年 9月 3日、筑波大学附属病
全日本大学選手権決勝
10 面へ
斜転の演技を披露する松浦佑希（昨年 12 月 14 日、つくばカピ
全日本ラート競技選手権
次号は
4月
6日（月）発行予定です
９面へ
　
昨年
11月にベラルーシ・ヴィテブス
クで行われた第
27回国際モダンコレオ
グラフィーフェスティバルで、伊藤湖太郎さん（平成
23年度心理学類卒）と
ペアを組み、日本人初のグランプリを受賞した。数あるダンスのコンクールの中でも最大規模のもので、１位の更に上の賞と て ンプリが授与される。受賞者無 に終わることもあるほ
文化を超えて思いを伝える
日常をダンスの題材に
ダンスの国際振付コンクールで日本人初のグランプリ
幅田 彩加 さん（体育２年）
ど、受賞は難しい。 「まさかグランプリを受賞できるとは思っていなかった。自分の中で 、異なるジャンルのダンスを組み合わせた面白 ダンスだった め、それを貫こうと た」と振り返る　
創作
ダ
ンスは決まった振付がなく、
創作者が一から表現を作る。日本でまだあまり一般的ではないが、世界中
に根強いファンがいる。ベラルーシで行われた決勝大会の会場は満席。世界の舞台は初めてで、海外で自分のダンスが通用するか不安もあったが、 「決勝の舞台は緊張より楽しさが勝っていた」とほほ笑む。 「育った環境、文化や価値観を超えて、心で自分の表現したいことを訴えることができた」　
横浜市出身。友人にダンススクール
に誘われ、８歳でモダンダンスを始めた。モダンダンスは決まった動きのルールがなく、思いを自由に表現できる。それが自分に合っており、夢中になった。次第 力がつき、国内 名高いコンクールで入賞するまでに。しかし常に 「私は何のために踊るのだろう」と、目的を模索し続けていた。更にダンスの世界に導いてくれた友人を小学生のころに、そして心の支えだった母親を高校生 ころ 亡くし 「ダンスも勉強も人 ３倍頑張っ 、友人や母親の分も私が生きよう」と に決め、ダ をはじめあらゆることに、
貪欲に打ち込む日々が続いた。　
筑
波
大
学入学後はダンス部に入部。
多くの仲間 出会った。彼女らとダンスを創るうち 、 「一人でダンスを創っていたころよりも視野が広がった」 。そんな中、ダンスの本当の魅力に気づいた。文化や国境を越えて自分の思いを伝えたり、見る人に感動を与えることだ。 「本当の魅力が分かり ダンスを心から楽しめている」と語る。友人たちは現在、海外でプロとして活躍したり、地域の子ども向けにダンススクールを設立している。時々連絡を取り、 励まし合ったり刺激を受けている。　
昨年の
11月の大会でペアを組んだ伊
藤さんとは、大学１年生の時に出会った。彼は筑波大のダン サークルＲｅａｌｊａｍに所属してい 。伊藤さんは年末年始すら、ダンス部とＲｅａｌｊａｍが共用する筑波大のダンス場で、一人汗だくになって踊るほどの熱心なダンサー。その一生懸命な姿が印象に残り ペアを組んだ。今回の作品
ダンスを披露する幅田さん（1月 21 日、大
＝山野辺拓実撮影
戦で）＝平嶋健人撮影
オで）＝本人提供
院で）＝ＵＮＩＣＯ提供
では、細かい動きまで手足の角度を決めたり、動きのブレをなくすことにこだわった。本番前には、 「楽しもう」と励まし合った。グランプリ受賞直後は実感が湧かなかったが、 周囲から 「おめでとう」 と声を けられ 二人で 「本当にグランプリにな んだね」と笑い合った。　
休日は美術館に行ったり、映画を観
て過ごす。映画を観る際 は、出演者の姿勢や動作をこと細かに観察。 「気が付くと、友人の何気ないしぐさもじーっと見てしまう」 。日常生活の中から、無意識にダンスの材料 探している。　
グランプリ受賞をダンス人生のゴー
ルにはしない。 「今回の受賞をき かけに、今後も ろいろなダンスを創作していきたい」 。彼女の生み出すダンスは、これからも世界中の人々の心を動かしていくだろう。　　　　　
（大西美雨＝社会学類１年）
Ｆａｃｅｂｏｏｋ　　はじめました！
　
筑波大学新聞の公式Ｆａｃｅｂｏｏｋページができ
ました。新聞の発行日や設置場所、最新号の見どころなどをお知らせしていく予定です。読者の皆様のご意見もお待ちしています。
　
検索エンジンで「筑波大学
新聞
　
Ｆａｃｅｂｏｏｋ」などで検索するか、以下の
ＱＲコードを携帯電話・スマートフォンなどで読み取ってください。　
また、筑波大学新聞のバック
ナンバーは以下のＵＲＬでご覧になれます。　
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学会館で）＝原啓一郎撮影
